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今
年
も
ま
た
８
月
が
や


て
来
た

今
も
ま
だ
被

爆
者
を
苦
し
ま
せ
続
け
て

い
る
原
爆
投
下
か
ら
77
年

目
の
夏
だ


☆

★

☆

核
兵
器
禁
止
条
約
第
１

回
締
約
国
会
議
が
６
月
21

日

23
日

ウ


ン
で

開
催
さ
れ
た

核
抑
止
力

論
を
否
定
し

核
兵
器
の

完
全
な
廃
絶
を
と
呼
び
か

け
る
﹁
ウ


ン
宣
言
﹂


そ
の
中
の
﹁
核
の
傘
下
に

あ
る
同
盟
国
が
核
兵
器
へ

の
依
存
を
低
減
す
る
た
め

の
真
剣
な
措
置
を
と

て

い
な
い
こ
と
を
深
く
懸

念
﹂
は

オ
ブ
ザ

バ


参
加
す
ら
し
な
か

た
日

本
へ
の
厳
し
い
批
判
だ


ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略

プ

チ
ン
の
核
威

嚇
の
続
く
厳
し
い
中
だ

が

宣
言
の
最
後
の
項

﹁
わ
れ
わ
れ
は
楽
観
主
義

と
決
意
を
持

て
前
進
す

る


粘
り
強
く
努
力
す

る


核
兵
器
が
完
全
に

廃
絶
さ
れ
る
ま
で

休
む

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

﹂

に
感
動
す
る


☆

★

☆

厳
し
い
参
院
選
の
結
果

だ
が

わ
た
し
た
ち
は
決

し
て
平
和
を
あ
き
ら
め
な

い

﹁
原
爆
を
許
す
ま
じ
﹂

を
歌
い

行
進
し
た
熱
い

熱
い
思
い
を
再
び
！
︵
亜
︶

夏
の
夜
空
を
華
や
か
に
彩
る
花
火

日
本
三
大
花
火
大
会
の
一
つ

長
岡
ま
つ
り
大
花

火
大
会

︵
新
潟
県
長
岡
市
︶
が
今
年
も
８
月
２
日

３
日
に
行
わ
れ
る

こ
の
日
は

１

９
４
５
年
８
月
１
日
夜
か
ら
翌
未
明

米
軍
の
長
岡
大
空
襲
︵
市
民
１
４
８
０
人
余
死
亡


市
の
８
割
消
失
︶
が
あ

た
日

長
岡
市
の
戦
争
を
語
り
継
ぎ

平
和
へ
の
祈
り
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る

こ
れ
を
題
材
に
し
た
映
画
﹁
こ
の
空
の
花

長
岡
花
火
物
語
﹂
︵
２
０
１
４

年
︶
の
大
林
宣
彦
監
督
へ
の
取
材
か
ら
︵
同
年
７
／
28
号
︶
か
ら
あ
ら
た
め
て
紹
介


▲「正三尺玉」や打ち上げ幅約２㎞にも及ぶ長岡まつり大花火大会（長生橋下流信濃川河川敷）

▲映画「この空
の花―長岡花火
物語」

▲世界共通の手話“Ilove you”を
示す大林宣彦監督（2014年）

大
林
監
督
︵
１
９
３
８


２
０
２
０
年
﹃
転
校
生
﹄﹃
時

を
か
け
る
少
女
﹄﹃
花
筐
﹄︶

は
語

た
﹁
芸
術
は
夢
や
理

想
を
語
る
も
の

９
条
も


芸
術
と
言
え
る
く
ら
い
夢
と

理
想
を
描
い
て
く
れ
て
い
る

こ
と
に
日
本
人
と
し
て
誇
ら

し
く
思

て
い
ま
す

﹂



平
和
難
民


そ
し
て

平
和
難
民

と

語

た

﹁
大
学
で
教
え
て

い
ま
す
が

学
生
に
は
中
国

か
ら
の
留
学
生
も
い
て

彼

ら
に

な
ぜ

日
本
に
来
た

の
か
と
聞
く
と

﹃︵
戦
争

に
︶
負
け
た
国
の
日
本
が
こ

ん
な
に
経
済
成
長
し
て

勝


た
国
の
中
国
が
成
長
し
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
を
学
び

た
い
﹄
と
言
い
ま
し
た

側

に
い
る
日
本
人
の
学
生
に

﹃
ど
う
思
う
？
﹄
と
聞
く
と


﹃
日
本

て
中
国
に
負
け
た

ん
で
す
か
？
﹄﹃
日
本
は
中

国
と
戦
争
し
て
い
た
ん
で
す

か
？
﹄
と
言
い
ま
し
た

平

和
難
民

学
生
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん

大
人
も
戦
争
の

こ
と

例
え
ば

北
海
道
の

ソ
連
軍
と
の
終
戦
は
９
月
５

日
だ

た
こ
と
は
あ
ま
り
知

ら
な
い

そ
う
い
う
こ
と
が

い

ぱ
い
あ
る
の
で
す
﹂


米
国
映
画
に
み
る

隠
さ
れ
た
原
爆
被
害

﹁

平
和
難
民

は
米
国

も
同
じ
で
す

こ
の
間

戦

争
直
後
に
作
ら
れ
た
映
画
を

見
直
し
ま
し
た
が

そ
の
一

つ
米
国
で
作
ら
れ
た
﹃
原
爆

下
の
ア
メ
リ
カ
﹄
︵
１

９
５
２
年
︶
は

冷
戦

時
代
で
す
か
ら

米
国

が
共
産
圏
か
ら
攻
撃
さ

れ

つ
い
に
ニ


ヨ


ク
に
１
千
発
の
原
子

爆
弾
を
積
ん
だ
Ｂ
29
の

編
隊
が
来
る
と
い
う
ス

ト

リ

で
す

１
千

発
の
原
爆

て
何
？
で

す
が

そ
の
原
爆
に
は

放
射
能
は
な
い

当
時

の
米
国
が
原
爆
と
放
射
能
を

知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
の

に

そ
れ
を
観
て

米
国
に

は
放
射
能
被
害
も
被
爆
の
実

態
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の

だ
と
知
り
ま
し
た

米
国
民

の
49
％
が
﹃
広
島
・
長
崎
の

原
子
爆
弾
投
下
は
正
し
か


た
﹄
と
言

て
い
る
の
が
理

解
で
き
る
わ
け
で
す
﹂


原
爆
投
下
が
平
和
を

招
い
た

原
子
力
開
発
?!

﹁
も
う
ひ
と
つ

ド
キ


メ
ン
タ
リ

映
画
﹃
広
島
・

長
崎
に
お
け
る
原
子
爆
弾
の

影
響
﹄︵
１
９
４
６
年

日
本

で
制
作

フ

ル
ム
を
米
国

が
没
収

現
在

日
映
ア


カ
イ
ブ
に
保
管
︶
も

原
爆

投
下
で
広
島
で
は
そ
の
年
に

14
万
人
が
亡
く
な

た
こ
と

に
は
触
れ
て
い
て
も

そ
の

後
の
膨
大
な
被
曝
者
の
数
に

は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん


結
局

原
爆
投
下
が
平
和
を

招
い
た

だ
か
ら

核
は
こ

れ
か
ら
も
平
和
の
時
代
を
つ

く
る
た
め
に
活
用
す
べ
き
だ

と
い
う
ス
ト

リ

で

す
﹂

︵
４
面
に
つ
づ
く
︶
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林
光
メ
モ
リ
ア
ル

東
混
八
月
の
ま
つ
り

今
年
の

林
光
メ
モ
リ
ア
ル

東
混
八
月
の
ま
つ
り

は

東
京

︵
７
日

第
一
生
命
ホ

ル
︶と
広

島
︵
３
日
Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ

ル
プ

ラ
ザ
大
ホ

ル
︶
で
開
か
れ
る


指
揮
は
今
回
が
３
回
目
と
な
る
山

下
一
史

ピ
ア
ノ
は
寺
嶋
陸
也


こ
の

八
月
の
ま
つ
り

は


林
光
の
﹁
原
爆
小
景
﹂
を
東
混
が

演
奏
し

そ
れ
を
聴
く
こ
と
そ
の

も
の
が

世
界
と
私
た
ち
の

い

ま

を
鋭
く
照
ら
し
出
す
機
会
に

な

て
い
る

い
ま
起
き
て
い
る

事
態
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
な

く

新
し
く
再
生
す
る
願
い
を
こ

め
て
歌
わ
れ
る
こ
の
作
品
を
今
年

も
ぜ
ひ
聴
い
て
お
き
た
い

演
奏

会
後
半
は
林
光
の
﹁
う

つ
く
し
い
の
は
げ
つ
よ

う
び
の
こ
ど
も
﹂
と
林

光
編
曲
に
よ
る
﹁
日
本

抒
情
歌
曲
集
﹂
な
ど
が

演
奏
さ
れ
る

☎
03

︵
３
２
０
０
︶
９
７
５
５

広
島
交
響
楽
団
の

﹁
平
和
の
夕
べ
﹂

広
島
交
響
楽
団
の
﹁
平
和
の
夕

べ
﹂
コ
ン
サ

ト
︵
５
日

広
島

文
化
学
園
Ｈ
Ｂ
Ｇ
ホ

ル
︶
で

は

マ

ラ

の
交
響
曲
第
３
番

が
演
奏
さ
れ
る

長
大
な
こ
の
交

響
曲
の
第
４
楽
章
で
ア
ル
ト
独

唱

第
５
楽
章
で
ア
ル
ト
独
唱
と

児
童
合
唱

女
声
合
唱
が
加
わ

る

ア
ル

ト
独
唱
は

世
界
的
に

活
躍
し
て

い
る
藤
村

実
穂
子


合
唱
は
地
元
の
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽

大
学
合
唱
団

ひ
ろ
し
ま
オ
ペ
ラ

ル
ネ

サ
ン
ス
合
唱
団

Ｎ
Ｈ
Ｋ

広
島
児
童
合
唱
団
の
ほ
か
東
京
混

声
合
唱
団
も
加
わ
る

指
揮
は
ク

リ
ス
テ

ア
ン
・
ア
ル
ミ
ン
ク


☎
０
８
２
︵
５
３
２
︶
３
０
８
０

ア
ル
ト
・
ド

・

カ
ン
パ

ニ


棚
橋
恭
子
・
中
村
翔
太
郎
・
中

村
洋
乃
理
・
村
田
恵
子
と
い
う
４

人
の
ヴ

オ
ラ
奏
者
が
２
０
１
４

年
に
結
成
し
た

ア
ル
ト
・
ド


・
カ
ン
パ

ニ


と
い
う
グ
ル


プ
は

直
訳
す
る
と

田
舎
者

の
ヴ

オ
ラ
弾
き

と
な
る

か

れ
ら
は
毎
年
各
自
の
地
元
を
め
ぐ

る
ツ
ア

を
行

て
お
り

今
年

は
鳥
取
︵
11
日

鳥
取
砂
丘
コ
ナ

ン
空
港
コ
ナ
ン
ホ

ル
︶
赤
穂

︵
13
日

赤
穂
市
文
化
会
館
赤
穂

化
成
ハ

モ
ニ

ホ

ル
︶
三

田
︵
14
日

有
馬
富
士
公
園
パ


ク
セ
ン
タ

︶
東
京
︵
９
月
14

日

東
京
・
オ

キ

ド
ミ



ジ

ク
サ
ロ
ン
︶
で
演
奏
す
る


プ
ロ
グ
ラ
ム
は
松
崎
国
生
の
委
嘱

作
品
﹁
ゔ
ゐ
お
ら
燃
ゆ
る
﹂
の
世

界
初
演
と

18
世
紀
後
半
に
ヨ


ロ

パ
随
一
の
ヴ

オ
ラ
奏
者
と

言
わ
れ
た
ロ

ラ
や
20
世
紀
に
活

躍
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
作
曲
家
ボ


エ
ン
の
作
品
が
演
奏
さ
れ
る
☎
０

５
０
︵
３
４
７
９
︶
１
６
６
０
村

田

小
村
公
次
︵
音
楽
評
論
家
︶

悪魔の飽食福井合唱団
第８回コンサート８／７

㈰14時【福井】ハーモニ

ーホールふくい大ホール■窪島誠一郎氏（戦没画

学生慰霊美術館無言館館主）と池辺晋一

郎氏（作曲家）を迎えて■第一部◇出発

の歌／折り鶴／芭蕉布

／ふるさとの山影／他

■第二部―池辺＆窪島

トーク■第三部◇混声

合唱組曲―こわしては

いけない～無言館をうたう○詩窪

島誠一郎○曲池辺晋一郎□￥2000／

小中高生・障がい者1000☎090

・97658495宮本絹子、(同)9445

547７辻勲。

☆催事案内、変更通知締切１カ月前。
定例日が休日と重なればご一報を。

☆お出かけ前に変更の有無の確認を
【８月１日月】

埼玉菜の花上尾駅前・カラオケBanB
an10時30￥1000☎0487819824池田

神奈川うたごえひろば川崎麻生市
民館視聴覚室○駅新百合丘13時30

￥500☎08031596741渡辺
大阪淀川区地域サロン和14～16時

￥1000※飲物持込可☎0663904795
【８月２日火】

神奈川歌声フィールドまきば新城中
央会館13時\700☎08031231979増田
【８月３日水】

千葉市川ラ・メール14時○司金谷守晶
○岡田桃子 ￥2000☎09034917373

京都京丹後JA京都網野支店前・いっ
ぷく亭13時30￥300☎09023811843
【８月４日木】

神奈川ミューザ川崎市民交流室14～16
時 ￥2000○員30○要☎0369072731
【８月５日金】

埼玉てくてくカフェ＊宮原駅西口13時
30～15時30\1000☎0487819824池田
【８月６日土】

千葉船橋市二和公民館14時＊楽しい歌
のつどい30周年記念例会
￥300歌集300☎09024958846神田

兵庫グリーンエコー=長田区文化c大会
議室14時￥1000☎0786218377瀬戸
【８月７日日】

千葉歌うはなぐるま船橋二和公民館
14～16時\1100☎07065145525唐土

広島ケセラセラ福山とおり町交流
館14～16時\600☎0849536921瀬良

○傚アルト○バリトン○催バス○付ギター○
メゾソプラノ○以ソプラノ○ピアノ○ト
ロンボーン○仲テノール○Tuテューバ○ヴ
ィオラ○ヴァイオリン○仮ヴォーカル◆
□ｃセンター□Ｃコンサート□ｈホール□冀オ
ペラ

８月◎“会館”等略、Ｒ印は労音扱い

【うたごえ関係】

【６土】大阪平和Ｃ楠葉生涯学習市

民ｃ大集会室13時◆duo NAZUKI／ら

ぶ♡ばーど／お姉さんフォークI／O

￥500☎09037195492石田

三重千秋昌弘・藤後博巳=名張７/25号

【一般】

【１月】東京マッシモ・ラ・ローサ

＆杉山康人Tuトッパンｈ19時

￥5000学2500☎0357278830

【２火】大阪Trio MEZZO○川合ひとみ○

村田恵子○田祐希フェニックス

ｈ19時￥4000学2000☎0663637999

東京珠玉のミュージカルナンバーと真

夏の第九芸術劇場19時

￥4000～7000☎0357436660

東京SIRBA OCTET“TANTZ!”踊れ！オ

ペラシティ19時 ☎05031856728

【５金】東京東フィル○指エッティンガ

ー○服部百音＊千夜一夜物語オペ

ラシティ14時 ☎0353539522

滋賀駒田早代津軽三味線県立文化産

業交流14時 ￥2000☎0749525111

【６土】東京ナプア・グレイグwithハ

ワイアン・フラ・ダンサーズ新宿

文化ｃ14時￥5000～☎0362644221

東京ユーオーディア賛美＊いのちより

大切なもの◇モルダウオペラシテ

ィ14時￥2000～5000☎0366575011

長野荒馬座◇ぴーひゃらどんあいと

ぴあ臼田＊午前２回☎0339625942

徳島冀カルメンを100倍楽しむため=県

郷土文化14時￥2000☎0570023223

【７日】東京スカラシップＣ希望と勇

気浜離宮朝日ｈ15時0332640244

東京荒川区民オペラ＊夏のヴェルディ

祭サンパール荒川15時◇アイーダ

／シモン・ボッカネグラ／ドン・カ

ルロ ￥2000☎0338951232

北海道Ｒベイビーブー深川市文化交

流ｈ14時 ￥前5000☎0164223062

山形山形響○指鈴木秀美◇メサイアや

まぎん県民ｈ14時 ☎0236166607

神奈川ハンサム四兄弟オペラティック

Ｃ○加耒徹／近藤圭／与那城敬／宮

本益光○加藤昌則よこすか芸術劇

場15時￥S5500A4500☎0468239999

滋賀美しい日本の歌長栄座７／25号

平和のための埼玉の戦争展
８／４㈭

埼玉会館

小ホール◆12時30オープニングコンサ

ート◆映画ガラスのうさぎ（10時）

／ひろしま（18時）◆畠山澄子（ピー

スボートスタッフ）トーク―核兵器禁

止条約をめぐる世界◆シンポジウム―

一人ひとりが大切にされる社会をめざ

して■オンライン◆８／３㈬気候危機

問題の盲点／保健衛生と戦争、平和◆

８／５㈮ジェンダーの視点で考える戦

争と平和／憲法をいかして◆８／７㈰

若い世代と聞く戦争体験／平和のため

にできること☎0488257535。

美術家平和会議

主催70周年記念
平和美術展

８／５㈮

～12㈮９

時30～17時30＊12日～14時【東京】都

美術館■すべてのいのちを大切に 平

和の壁に花一輪を 日

本を戦争する国にさせ

ない◆８／９㈫14時

特別記念講演―メディ

アと私たちの自由を考

える～ウクライナ・核

兵器・表現の不自由展

○講永田浩三＊元ＮＨＫ

プロデューサー、武蔵

大学教授□￥700／障がい者・70歳以上

・大学生以下無料☎09014302286吉

田、(同)78375410飯沼。

木村善明
バス・バ

リトンリ

サイタル８／５㈮19

時【東京】トッパン

ホール■ドイツの歌

劇場でソリストとし

て活躍する木村が、

朗読と共にバラード

を紡ぐ○子安ゆかり

○朗 山本郁子□F．シ

ューベルト―人質○詩

F．シラー◇C．レー

ヴェ―石崖の上のグ

レゴール○詩 F．クー

グラー◇他□￥4500／

学生3000○当500増☎0

337875106。

茂村泰彦
「The River」広島編～忘れち

ゃいけない事がある８／４

㈭５㈮19時30【広

島】広島市中区薬研

堀Live Cafe JIVE

■歌手／作詞・作曲

家／編曲家／ギタリ

スト／プロデューサ

ーとして19（ジュー

ク）はじめ著名アー

ティストに作品提供

◆昨夏、ヒロシマを

歌う「The River」発表◆ゲストチ

キンナゲッツfrom福岡□￥3000○当3500＋

オーダー☎0822462949。

ミハイル・グリゴーリエフの物語
「聴く・学ぶ・知る」をテーマにコ

ンサート企画・制作のAlacrityが“ク

ラシック音楽と日本の歴史”シリーズ

１回目に「ミハイル・グリゴーリエフ

の物語」を上演する。大正から昭和初

期の人々が日々のくらしの中で親しん

だ作品、欧米から来日した演奏家たち

が披露した作品、この時代の日本を代

表するヴァイオリニストであり女性作

曲家の幸田延の作品演

奏と共に、同時代にロ

シアから日本へ亡命

し、西洋音楽が縁で日

本人女性と結ばれたロ

シア人グリゴーリエフ

を語る。芸術監督マリ

・リー、音楽アドバイ

ザー薗田奈緒子、歴史

家・榊原小葉子、脚本家・神里雄大、

語り指導・葉月のりこ。

７／30㈯19時東京／代々木上原MU

SICASA。７／31㈰15時30東京／やな

か音楽ホール。８／３㈬19時大阪／

あいおいニッセイ同和損保ザ・フェニ

ックスホール。前売￥4800／学生2400

☎0354089755僧music@alacrity．jp

東日本大震

災復興支援
Music Tree

10周年記念特

別チャリティ

ーコンサート８／６㈯14時30【埼玉】

RaiBoc Hall小ホール＊さいたま市民

会館おおみや◆山田夢子ジャズ仮○付原

田上総◆蟹江春香以◆斉藤暢子以○

宮坂美里◆片桐真衣子◆福森篤志仲

○宮坂貴子□Ｒ．シ

ュトラウス―３つの

愛の歌◇シューベル

ト―ピアノソナタ第

７番◇チレア―フェ

デリコの嘆き◇武満

徹―小さな空◇ハワ

ード―Fly Me to th

e Moon◇他□￥1500☎

0484741468飯塚僧

anp．anpanman．2@gma

il．com

響け！復興への

ハーモニー㏌沖縄
～つながる未来

８/７㈰14時【沖縄】

パレット市民劇場■岩手・宮城・福島

・沖縄の子どもたち合同オーケストラ

◆第10回ウィーン・フィル＆サントリ

ー音楽復興祈念賞◆

指揮：後藤正樹＊琉

球フィル指揮者／那

覇ジュニアオーケス

トラ指揮者◆エル・

システマジャパン大

槌子どもオーケスト

ラ／仙台ジュニアオ

ーケストラ／エル・

システマジャパン相

馬子どもオーケストラ／那覇ジュニア

オーケストラ◆仲井真小学校合唱団＆

合唱団Azzurro□アヴェ・ヴェルム・

コルプス／歌劇「劇場支配人」序曲／

東北３県メドレー（ひょっこりひょう

たん島・青葉城恋唄・相馬盆唄）／島

人ぬ宝／群青／他□￥1000／高校生以下

500＊３歳以下膝上無料☎琉球フィル

事務局08064978049。

水木しげる
魂の漫画展～８／21㈰９

時30～17時【福島】いわ

き市立美術館＊金曜～20時＊月曜休館

■武良茂アートギャラリー～少年天才

画家あらわる◆水木し

げる漫画研究～片腕で

生み出す独自の画法◆

水木しげる人気三大漫

画～鬼太郎／悪魔くん

／河童の三平◆総員玉

砕せよ～壮絶な戦争体

験記◆溢れる好奇心

人物伝◆短編に宿る時

代へのまなざし◆妖怪世界へようこそ

◆人生の達人 水木しげる□￥1100／高

大生500／小中生300☎0246251111。
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▲2019世界大会フィナーレ海外代表、会

場と一緒に「we shall overcome」他を

▲路上スタンディングで

宮田さん㊦も

ウ


ン
核

兵

器

禁

止

条

約

第
１
回
締
約
国
会
議
と

被
爆
者
宮
田
た
か
し
さ
ん

▲腕を組み語りながら

﹁
平
和
の
歌
﹂動
画
募
集
中

▲昨年10月東京・新宿６・９行動

▲2019世界大会「平和の旅へ」

○池辺晋一郎
「スタートライン」

○井上鑑「坂道にて」より
「Los_Alamos」「NAGASAK
I」「SHIZUGAWA/Minami_S
anriku」

○木下牧子
「Peace be with you」

○寺嶋陸也「一本の木」
○新実徳英「昨日より優し
くなりたい」

○信長貴富「すこしずつ」
うたごえ創立75周年記念委員会制作・音楽

センター発行￥2500☎0332000106うたごえ
全国協議会☎0332000101音楽センター

▲会場で配ら

れた「核兵器

禁止」ロゴ入

りビール

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
か

ら
の
要
請
に
応
え

６
・
９
行

動
な
ど
に
も
活
用
す
る
た
め

Y
ou

T
u
b
e

に
ア

プ
す
る

﹁
今
月
の
平
和
の
う
た
﹂
音
源

を
順
次
流
し
て
き
ま
し
た

こ

れ
ま
で
３
月
東
京
の
う
た
ご
え

﹁
青
い
空
は
﹂﹁
ノ

パ
サ
ラ

ン
﹂
４
月
愛
知
﹁
折
り
鶴
﹂

﹁
ぞ
う

れ


し


よ
は

し

れ
﹂
５
月
京
都
﹁
約
束
の
う

た
﹂﹁
憲
法
九
条
五
月
晴
れ
﹂

﹁
へ
い
わ
の
う
た
﹂
６
月

大
阪
﹁
平
和
の
お
た
よ
り
﹂

﹁
平
和
の
う
た
﹂

こ
の
あ
と

北
海
道

広

島


依
頼
受
付
中

連

絡

問
い
合
わ
せ

全
国
協

議
会
ま
で


６
月
と
は
思
え
な
い
暑
さ
が

続
い
た
ウ


ン
市
で

核
兵

器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会

議
が
開
か
れ
た


世
界
各
国
か
ら
核
兵
器
廃
絶

を
訴
え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
や
政
治

家

学
者
ら
が
集
結
し

世
界

で
唯
一
核
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た

国

日
本
か
ら
は
被
爆
者
た
ち

も
駆
け
つ
け
た


長
崎
の
被
爆
者
宮
田
さ
ん

の
市
街
ア
ク
シ

ン

長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
被

害
者
で
あ
る
宮
田
た
か
し
さ
ん

に
お
会
い
し
た
の
は

彼
の
聖

シ

テ
フ

ン
大
聖
堂
の
前
で

ス
タ
ン
デ

ン
グ
・
ア
ク
シ


ン
の
時
だ
﹁A

B
om

b
S
u
r

viver
N
ag

asak
i.
A
sk

m
e

an
yth

in
g
y
ou

lik
e

︵
長
崎

の
原
爆
サ
バ
イ
バ


何
で
も

質
問
を
ど
う
ぞ
︶﹂
と
書
か
れ

た
ユ
ニ
フ


ム
を
付
け

居

合
せ
た
人
々
と
会
話
す
る
ア
ク

シ

ン
を
行

た


ウ


ン
一
の
観
光
名
所


ゴ
シ

ク
調
の
荘
厳
な
建
築
の

シ

テ
フ

ン
寺
院
に
は
全
世

界
か
ら
観
光
客
が
集
ま
る

写

真
に
撮
る

人
々
で
賑

わ
う
こ
の

教

会

前

に

グ
レ


の
帽
子

と
シ

ツ

と
メ
ガ
ネ

と

サ


カ

選
手
が
身
に
付
け
る
ゼ


ケ
ン
ユ
ニ
フ


ム
を
身
に
ま

と

た
宮
田
さ
ん
が
い
た

ニ

コ
ニ
コ
し
な
が
ら
背
に
書
か
れ

て
い
る
言
葉
を
指
差
し

行
き

交
う
人
々
に
ア
ピ

ル
し
た


ア
フ
ガ
ン
難
民
の

ド
イ
ツ
男
性
が

そ
の
文
を
理
解
し
た
人
た
ち

が
そ
ろ
そ
ろ
と
集
ま

て
く

る

最
初
に
宮
田
さ
ん
に
声
を

か
け
た
の
は

ド
イ
ツ
か
ら
観

光
で
来
て
い
た
男
性
だ

た


宮
田
さ
ん
を
ま

す
ぐ
見
つ
め

が

し
り
と
握
手
を
し

自
分

の
出
自
を
流
暢
な
ド
イ
ツ
語
で

語

た

幼
少
期
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
戦
争
で
命
か
ら
が
ら

ド
イ
ツ
へ
逃
れ
た
ア
フ
ガ
ン
難

民
だ

た


﹁
宮
田
さ
ん
の
気
持
ち
は
痛

い
ほ
ど
わ
か
る

戦
争
で
故
郷

は
め
ち

く
ち

に
さ
れ
た
け

ど

僕
は
い
つ
か
絶
対
に
平
和

に
な

た
ア
フ
ガ
ン
に
帰
り
た

い

戦
争
や
化
学
兵
器
は
破
壊

し
か
生
み
出
さ
な
い
﹂

遠
く
か
ら
宮
田
さ
ん
を
眺
め

て
い
た
人
々
が
少
し
ず
つ
彼
に

話
し
か
け
握
手
と
記
念
写
真
を

求
め
て
い
た

こ
の
ア
ク
シ


ン
は
15
カ
国
語
で
テ
レ
ビ
放
送

さ
れ
て
い
る
欧
州
の
ニ


ス

専
門
放
送
局
E

u
roN

ew
s



で
報
道
さ
れ
﹁H

ib
ak

u
sh

a

宮
田
氏
は
﹃
核
兵
器
に
よ
る
被

害
者
は
私
た
ち
が
最
初
で
最
後

に
留
ま
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
﹄
と
訴
え
た
﹂
と
伝
え
た


会
義
に
は
オ

ス
ト
リ
ア
の

シ

レ
ン
ベ
ル
ク
外
務
大
臣
が

登
壇
し
﹁
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
に
お
い
て
も
核
兵
器
使

用
の
脅
威
を
目
の
当
た
り
に
し

て
お
り

核
兵
器
が
存
在
す
る

限
り

我
々
の
存
続
の
危
機
は

在
り
続
け
る
﹂
と
警
告
し
た


﹁
核
抑
止
正
当
化
に

真
剣
な
懸
念
﹂
声
明
文

さ
て

３
代
に
わ
た

て
広

島
選
挙
区
か
ら
国
会
に
送
ら
れ

た
岸
田
首
相
は
核
軍
縮
の
重
要

性
を
訴
え
な
が
ら
﹁
核
兵
器
保

有
国
が
参
加
し
な
い
会
議
で
議

論
を
し
て
も

実
際
に
核
廃
絶

に
は
つ
な
が
ら
な
い
﹂
と
の
理

由
か
ら
会
義
へ
の
参
加
は
拒
否

し
た

さ
ら
に

米
国
の
核
兵

器
を
日
本
に
持
ち
込
ん
で
配
備

す
る
い
わ
ゆ
る
核
シ

ア
リ
ン

グ
と
い
う

日
本
の
非
核
三
原

則
に
反
す
る
提
案
も
与
党
か
ら

出
て
い
る

口
で
は
核
軍
縮
を

訴
え
な
が
ら
同
時
に
相
矛
盾
す

る
言
動
を
と
る
自
民
党
に
各
国

が
呆
れ
て
い
る


今
回
の
会
議
声
明
文
に
は
こ

ん
な
一
文
が
盛
り
込
ま
れ
た


﹁
我
々
は
核
抑
止
と
核
シ

ア

リ
ン
グ
を
安
全
保
障
策
と
し
て

正
当
化
す
る
こ
と
を
求
め
る
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
に

真
剣
な
懸
念
を
表

明
す
る
﹂
世
界

か
ら
日
本
の
政
権

へ
の
非
難
メ

セ


ジ
で
あ
る


原
水
爆
禁
止
２
０
２
２
世
界

大
会

テ

マ
﹁
被
爆
者
と
と

も
に

核
兵
器
の
な
い
平
和
で

公
正
な
世
界
を

人
類
と
地
球

の
未
来
の
た
め
に
﹂

は

３

年
ぶ
り
に
リ
ア
ル
で
開
催

８

月
４
日
開
会
総
会
︵
広
島
県
立

総
合
体
育
館
・
グ
リ

ン
ア
リ


ナ

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
有
︶

は
海
外
か
ら
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ


カ


被
爆
者
あ
い
さ
つ



平
和
の
波

開
始
宣
言

５

日
国
際
会
議
︵
同
︶
セ

シ


ン
﹁
核
兵
器

の

非

人

道

性
﹂﹁
平
和
の

国
際
ル

ル

と
核
兵
器
禁

止
・
廃
絶
の

役
割
﹂﹁
ア
ジ

ア
の
平
和
・

安
全
﹂

５
日
は
他

に
テ

マ
別

集
会

碑
め

ぐ
り
・
遺
跡

め
ぐ
り
等


６
日

ヒ
ロ
シ
マ
デ


︵
会
場
同
︶
は

連
帯
あ
い

さ
つ
浜
矩
子
さ
ん
︵
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
︶
特
別
企
画
Ⅰ

被
爆

77
年

被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら

世
界
へ

広
島
合
唱
団
‥
混
声

合
唱
﹁
雲
に
人
間
を
殺
さ
せ
る

な
﹂︵
ナ
ジ
ム
・
ヒ
ク
メ

ト

詩

外
山
雄
三
曲
︶
黒
い
雨

訴
訟

証
言
①
②

ド
キ

メ

ン
ト
﹁
黒
い
雨
か
ら
75
年

短

命
村
と
呼
ば
れ
た
里
か
ら
﹂
よ

り
﹁
勝
訴
の
タ
ス
キ
を
引
き

継
ご
う
﹂﹁
核
な
き
世
界
へ


伝
え
た
い
大
切
な
こ
と

若
者

た
ち
の
思
い
﹂
広
島
合
唱
団

＆
全
国
か
ら
の
参
加
有
志
で
混

声
合
唱
﹁
ね
が
い
﹂︵
２
０
０

２
年
広
島
市
立
大
州
中
学
校
３

年
生
有
志
詞

た
か
だ
り

う

じ
曲
︶

９
日

ナ
ガ
サ
キ
デ


Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
報
告

等

文
化
企
画
は

特
別
企

画
﹁
被
爆
77
年

被
爆
地
ナ

ガ
サ
キ
か
ら
世
界
へ
﹂︵
長

崎
市

民
会

館
文

化

ホ



ル
︶
被
爆
当
時

自
ら
も

被
爆
し
な
が
ら

救
護
活
動

に
奔
走
し
た

当
時
長
崎
市

会
議
員
だ

た
杉
本
亀
吉
さ

ん
の
被
爆
体
験
の
朗
読
︵
合

唱
団
な
が
せ
ん
団
員
の
義

父
︶
と
被
爆
者
の
証
言

山

口
仙
二
さ
ん
の
国
連
で
の
演

説
長

崎
の
う
た
ご
え
は

締

約
国
会
議
参
加
の
海
外
代
表
へ

渡
し
た
合
唱
構
成
﹁
平
和
の
旅

へ
﹂
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
中
か
ら
﹁
ナ
ガ

サ
キ
か
ら
﹂
エ
ン
デ

ン
グ

は
子
ど
も
た
ち
の
歌
で

核
兵

器
の
な
い
世
界
を
未
来
へ
﹁
約

束
の
う
た
﹂︵
き
む
ら
い
ず
み

詞

た
か
だ
り

う
じ
曲
︶
を

３
カ
所
の
学
童
保
育
の
子
ど
も

た
ち
と
山
里
中
学
校
合
唱
部
の

映
像
を
流
し

長
崎
の
う
た
ご

え
は

会
場
で
映
像
に
合
わ
せ

て
歌
い

全
国
と
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
歌
い
交
わ
す


当
初

子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に

リ
ア
ル
参
加
で
と
の
計
画

も
あ

た
が

当
日
は
登
校
日

で
リ
ア
ル
参
加
は
難
し
く
映
像

参
加
に


﹁
約
束
の
う
た
﹂
の
歌
い
出

し
は
12
時
20
分
頃
の
予
定

全

国
か
ら
参
加
の
う
た
ご
え
の
み

な
さ
ん

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
︵
長

崎
の
う
た
ご
え
︶

ナ
ガ
サ
キ
デ

集
会
最
後

は

平
和
の
波

集
結
報
告

と

各
国
政
府
へ
の
手
紙

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▲大林監督の書斎で取材。２時46分で止まった時計も

︵
１
面
つ
づ
き
︶

▲今まさに監督のメッセージを

持

た
者
の
責
任
と
し
て
手
放
さ
な
い
９
条

被
爆
者
の
証
言
は
核
兵
器

廃
絶
へ
の
大
き
な
力

そ
し

て

目
撃
者
の
証
言
も

中

村
行
秀
氏
に
寄
稿
し
て
も
ら


た


寄稿

▲原水爆禁止世界大会広島で筆者（約55年前）

▲西宮、西宮さくらんぼ合唱団

▲加古川、出発前うたう会

東
播
地
域

歌
と

太
鼓

う
た
う
会

︻
西
本
好
道
︼
７
月
11
日


晴
天
の
暑
い
中

12
時
30
分

頃

行
進
は
神
戸
市
か
ら
明

石
市
役
所
前
に
到
着

東
播

地
域
に
入
り
ま
し
た

東
播

セ
ン
タ

合
唱
団
民
謡
集
団

あ
ら
ぐ
さ
が
﹁
生
命
の
詩
﹂

の
太
鼓
で
出
迎
え

県
内
通

し
行
進
者
紹
介

前
兵
庫
の

う
た
ご
え
協
議
会
会
長
松
本

英
治
さ
ん
の
姿
が
あ
り

脳

出
血
か
ら
３
カ
月
の
リ
ハ
ビ

リ
で
元
気
に

安
心
し
ま
し

た

13
時
30
分

八
丈
島
太

鼓
で
行
進
団
を
送
り
出
し
ま

し
た


７
月
12
日
は
雨

明
石
東

二
見
で
の
出
発
前
集
会
で
は

﹁
青
い
空
は
﹂﹁
折
り
鶴
﹂﹁
原

爆
を
許
す
ま
じ
﹂
等
を
県
内

通
し
行
進
者
見
満
さ
ん
︵
ア

コ

デ

オ
ン

エ
コ

コ


ラ
ス
︶が
伴
奏
県
内
通
し

行
進
総
指
揮
者
岡
本
さ
ん

︵
89
歳
︶
に
力
を
も
ら
い
ま

す

13
時
か
ら
の
加
古
川
市

出
発
前
集
会
は

雨
天
の
配

慮
も
あ
り

初
め
て
ホ

ル

で
で
し
た

東
播
セ
ン
タ


合
唱
団
５
人
で
出
発
前
う
た

う
会
を
開
催
﹁
キ
エ
フ
の
鳥

の
歌
﹂﹁
青
い
地
球
を
﹂等
を

歌
い
行
進
団
を
太
鼓﹁
生
命

の
詩
﹂で
送
り
出
し
ま
し
た


︵
東
播
セ
ン
タ

合
唱
団
︶

東
京
↓
広
島

兵
庫
・
西
宮

音
楽
テ

プ
と
歌

︻
鈴
鹿
一
広
・
胤
美
︼
７

月
９
日

西
宮
市
に
到
着
し

た
平
和
行
進
は

市
役
所
前

で
行
進
横
断
幕
の
引
き
継
ぎ

と
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
今
年
も
部
分
行
進
と
な
り

ま
し
た

西
宮
さ
く
ら
ん
ぼ

合
唱
団
か
ら
は
８
名
が
参
加

し

開
始
前
30
分
間
と
行
進

送
り
だ
し
で
﹁
青
い
空
は
﹂

﹁
ケ
サ
ラ
﹂
な
ど
を
音
楽
テ


プ
を
バ

ク
に
歌
い


﹁
平
和
の
力
﹂
と
歓
迎
さ
れ

ま
し
た


集
会
は
参
院
選
挙
前
日


安
倍
前
総
理
が
銃
弾
に
倒
れ

る
報
が
届
く
中
で
し
た

西

宮
市
長
の
メ

セ

ジ
︵
代

読
︶
・
県
内
通
し
行
進
者
紹

介

西
宮
原
爆
被
害
者
の
会

等
か
ら
世
界
平
和
と
核
兵
器

禁
止
の
国
際
共
同
行
動
へ
の

参
加
を
進
め
る
ア
ピ

ル
が

あ
り
ま
し
た


そ
の
後

阪
神
西
宮
駅
ま

で
行
進

私
た
ち
は
歌
で
行

進
を
迎
え
ま
し
た

ス
タ
ン

デ

ン
グ
で
平
和
を
ア
ピ


ル
最
後
の
サ
イ
レ
ン
ト︵
７

分
間
︶
で
は
バ

ク
ミ



ジ

ク
に
平
和
の
歌
の
音
楽

テ

プ
を
流
し
ま
し
た


︵
５
面
に
つ
づ
く
︶

77
回
目
の
８
月
６
日
が
近
づ

い
て
い
ま
す

１
９
４
５
年
の

そ
の
時

私
は
爆
心
地
か
ら
20

キ
ロ
メ

ト
ル
ほ
ど
の
海
辺
の

小
さ
な
村
に
あ
る
小
屋
浦
国
民

学
校
の
校
庭
に
い
ま
し
た

朝

礼
︵
朝
の
全
校
集
会
︶
の
前
で

し
た


誰
か
が
﹁
落
下
傘
！
﹂
と
叫

ん
だ

そ
の
瞬
間

目
が
眩
む

強
烈
な
閃
光
と
大
地
か
ら
突
き

上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
爆
音
と
衝

撃
が
来
た

教
室
の
机
が
宙
に

舞
う
の
が
見
え
た

山
の
向
こ

う
に
真

白
な
巨
大
な
入
道
雲

が
立
ち
上
が
り

瀬
戸
内
海
か

ら
の
朝
日
に
映
え
て
ピ
ン
ク
に

美
し
か

た
の
を
覚
え
て
い

る


真

赤
に
光
る
皮
膚

半
身
真

白
な
体

翌
日
か
ら

私
た
ち
の
古
び

た
木
造
校
舎
が
急
ご
し
ら
え
の

﹁
病
院
﹂
に
な
り

重
症
の
被

爆
者
が
次
々
に
運
ば
れ
て
き

た
﹁
学
校
に
来
て
は
い
け
な

い
﹂
と
い
う
強
い
通
達
に
も
か

か
わ
ら
ず

２
年
生
だ

た
私

は
運
動
場
の
塀
の
と
こ
ろ
ま
で

辿
り
着
い
た

そ
こ
で
見
た
も

の
は

ま
さ
に
﹁
地
獄
﹂
だ


た
絵

本
な
ど
で
見
て
い
た
﹁
地

獄
﹂
よ
り
恐
ろ
し
い
光
景
が
目

の
前
に
あ

た


全
身
に
大
火
傷
を
負
い

真


赤
で
て
か
て
か
に
光
る
裸
の

被
爆
者
た
ち
︵
火
傷
の
手
当
て

に
赤
チ
ン
と
天
ぷ
ら
油
し
か
な

か

た
︶
半
身
が
真

白
な

被
爆
者
た
ち
︵
傷
口
に
ハ
エ
が

産
み
付
け
た
蛆
の
た
め
︶
が


廊
下
や
校
庭
に
ひ
し
め
き


﹁
ヘ
イ
タ
イ
サ

ン
﹂﹁
イ
タ

イ
ヨ
ウ
﹂
と
叫
ん
で

彷
徨
し

て
い
た


な
に
よ
り
も
恐
怖
だ

た
の

は
﹁
匂
い
﹂
だ

た

私
た
ち

の
高
鉄
棒
が
あ
る
砂
場
に
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
く
遺
体
だ
け
で

な
く

生
き
な
が
ら
腐

て
い

﹁
結
局

原
子
力
発
電
が
始

ま
る
頃
に
そ
う
い
う
映
画
が
作

ら
れ

原
爆
も
原
発
も
そ
の
実

態
が
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
来
た

の
で
す


だ
か
ら

原
爆
資
料
館
で
観

た
人
は
び

く
り
し

そ
の
写

真
さ
え
も

子
ど
も
に
刺
激
が

強
す
ぎ
る
か
ら
見
せ

な
い

と
な
る

ま

た
次
の
戦
争
が
起
き

そ
う
だ
と
い
う
今


実
態
を
知
ら
な
い
と
防
げ
な

い

僕
た
ち
戦
争
世
代
は
そ
れ

が
一
番
恐
い
の
で
す
﹂

負
け
た
か
ら
こ
そ
学

ん
だ
戦
争
の
愚
か
さ

﹁
神
奈
川
の
藤
沢
市
も
毎

年

中
学
生
・
高
校
生
を
広
島

・
長
崎
の
平
和
記
念
式
典
に
派

遣
し
て
い
ま
す

そ
の
生
徒
か

ら
こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し

た
﹃
日
本
の
大
人
た
ち
の
非

核
へ
の
気
持
ち
は
わ
か

た

し

平
和
が
人
類
全
体
の
問
題

と
い
う
の
も
そ
の
通
り
だ

け

れ
ど

当
の
米
国
や
世
界
が
ど

う
思

て
い
る
か

現
実
を
知

り
た
い
﹂
と


僕
は
長
岡
の
戦
災
資
料
館
で

出
会

た
80
歳
く
ら
い
の
お
じ

い
さ
ん
が
僕
に
し
て
く
れ
た
話

を
し
ま
し
た
﹃
大
林
さ
ん


う
ち
の
じ
い
さ
ん
は
日
清
・
日

露
戦
争
に
出
征
し
ま
し
た
が


勝

た
戦
争
は
楽
し
い
ぞ

と

笑
い
な
が
ら
死
に
ま
し
た
﹄

つ
ま
り

戦
争
は
忌
ま
わ
し

い
も
の

愚
か
な
も
の
と
い
く

ら
言

て
も
子
ど
も
は﹃
じ


あ

な
ぜ
戦
争
や
め
な
い
の
？

世
界
で
は
戦
争
が
ま
だ
続
い

て
い
る
じ

な
い
の
﹄
と
言
い

ま
す

だ
か
ら
私
は
こ
う
言
い

ま
し
た
﹃
実
は

戦
争
に
勝
つ

こ
と
は
楽
し
い
ん
だ
勝
て
ば


敵
の
国
の
財
産
も
文
明
も
文
化

も
没
収
で
き
る
し

自
分
の
国

の
こ
と
ば
を
教
え
こ
ん
で
奴
隷

に
し
て

と
全
部
奪
え
る
ん
だ

か
ら
だ
け
ど
日
本
は
戦
争
に

負
け
た

負
け
て
み
て
よ
う
や

く
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
ぞ

戦

争
は
愚
か
な
も
の
で

不
幸
な

も
の
で

二
度
と
繰
り
返
し
ち


い
け
な
い
と
い
う
こ
と

だ

か
ら

戦
争
な
ん
か
は
し
な
い

と
い
う
賢
い
人
間
に
な
れ
﹄﹂

と

子
ど
も
た
ち
は
﹃
わ
か
り

ま
し
た
﹄と
賢
い
人
間
に
な
る

と
約
束
し
て
く
れ
る
ん
で
す


僕
は
こ
れ
が
一
番
の
平
和
教
育

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
﹂

負
け
た
里
の
智
恵

平
和
憲
法

﹁
負
け
た
体
験
を
活
か
し
て

賢
い
人
間
を
育
て
る

実
は
長

岡
の

米
百
俵

の
精
神
︵
戊

辰
戦
争
で
負
け

窮
状
の
長
岡

藩
に
三
根
山
藩
か
ら
送
ら
れ
た

米
百
俵
を

次
代
の
人
材
育
成

に
使

た
︶
平
和
で
穏
や
か

な
里
を
作
れ
と
い
う

負
け
た

里
の
賢
さ
で
敗
戦
後

長
岡
は

復
興
し
て
き
た
の
で
す


憲
法
９
条
も
そ
う
で
す

負

け
た
か
ら
こ
そ

軍
隊
を
持
た

な
い

戦
争
を
し
な
い
と
い
う

憲
法
９
条
を
持
ち
ま
し
た

こ

れ
は
夢
の
よ
う
な

芸
術
の
よ

う
な
宝
物
で
す
よ

世
界
中
が

も
し
こ
の
憲
法
を
持

て
い
た

ら

世
界
か
ら
戦
争
が
な
く
な

る
わ
け
で
す
も
の
ね

だ
か

ら

こ
れ
は
日
本
を
超
え
て
人

類
の
た
め
に

一
度
手
に
入
れ

た
か
ら
に
は
も
う
手
放
し
ち


い
け
な
い

持

た
も
の
の
責

任
と
し
て
放
棄
し
ち

い
け
な

い
で
す
よ

こ
れ
が
負
け
た
こ

と
の
意
味
な
ん
で
す
よ
ね
﹂

芸
術
の
力

﹁
人
間

い
や
な
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
い
た
ら
苦
し
い

長

岡
の
花
火
を
戦
争
体
験
者
は

﹃
空
襲
を
思
い
出
す
か
ら
見
た

く
な
い
で
も
﹄と
言
い
ま
す


ピ
カ
ソ
は
﹃
ゲ
ル
ニ
カ
﹄

と
い
う
絵
を
描
き
ま
し
た

１

９
３
９
年

ド
イ
ツ
軍
が
ス
ペ

イ
ン
の
ゲ
ル
ニ
カ
を
襲
撃
し
た

惨
状
の
絵
で
す

ピ
カ
ソ
は
本

来
写
実
派
の
画
家
で
し
た
が


惨
状
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
ら


リ
ア
ル
す
ぎ
て
思
い
出
し
た
く

な
い

忘
れ
た
い
と
な

て
し

ま
う

そ
れ
で
ピ
カ
ソ
は
自
ら

が
到
達
し
た
キ


ビ
ズ
ム
の

描
き
方
を
し
ま
し
た

そ
れ
が

芸
術
の
力
で
す
﹂

戦
争
世
代
が
伝
え
る

未
来
へ
の
手
紙

﹁﹃
こ
の
空
の
花

長
岡
花

火
物
語
﹄は
ド
キ

メ
ン
タ
リ


で
は
な
く

エ

セ
イ
ム


ビ


の
形
で
表
現
し
ま
し

た

好
き
な
音
楽
は
好
き
な
書

物
は
何
10
回
も
読
む
で
し


う

映
画
も
そ
う
あ
り
た
い


そ
れ
が
映
画
が
ジ


ナ
リ
ズ

ム
に
な
る

キ


ビ
ズ
ム
に

な
る
と
い
う
僕
の
試
み
で
す


映
画
は
風
化
し
な
い
ジ


ナ

リ
ズ
ム
で
す
﹂

﹁
秘
密
保
護
法
が
通
れ
ば

︵
当
時

阻
止
の
闘
い
展
開
︶

為
政
者
の
や
り
や
す
い
政

治

つ
ま
り
独
裁
政
治
に
な

り
ま
す

集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
も

世
界
の
現
状
を

考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と

で

も
せ

か
く
憲
法
９
条
と
い

う
奇
跡
を
も
ら

た

世
界

が
持

て
い
な
い
奇
跡
な
ん

だ
か
ら
大
事
に
し
よ
う
よ


そ
れ
が
で
き
る
の
は
実
際
に

戦
争
の
恐
さ
を
知

て
い

る

ど
う
も
僕
た
ち
最
後
の

敗
戦
少
年
世
代
が
伝
え
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
﹂

﹁
原
発
も

未
来
の
子
ど

も
の
こ
と
を
考
え
た
ら

残

せ
ま
せ
ん
よ
と
な
る
わ
け

で

過
去
か
ら
未
来
を
考
え

る
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
ん

で
す
よ

未
来
の
た
め
に
や

る
こ
と
は
今
す
ぐ
や
る
こ
と

な
ん
で
す

そ
れ
が
今
な
ん

で
す
﹂
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﹁
う
た
ご
え
時
間
﹂づ
く
り
に

思
う

浜
島
康
弘

本
欄
﹁
う
た
ご
え
時
間
﹂

を
担
当
す
る
様
に
な

て


原
稿
の
〆
切
に
追
わ
れ
る


⁈

な
ん
て


そ
れ
ま
で

経
験
し
た
事
の
な
い
事
に
対

応
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

り

そ
の
都
度
苦
心
し
て
い

る

で
も

実
際
実
践
し
て

い
く
中
で

色
ん
な
事
を
学

ぶ
事
が
出
来

あ
り
が
た
い

体
験
を
さ
せ
て
も
ら

て
い

る
と
も
い
え
る


そ
れ
は
﹁
今

う
た
ご
え

運
動
は
ど
ん
な
状
況
で
何
が

課
題
で

ど
う
進
ん
で
い
く

べ
き
か
⁈
﹂
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
か
ら
だ

か
つ
て

う

た
ご
え
協
議
会
の
全
国
幹
事

長
を
や
ら
せ
て
も
ら

た
お

陰
で

全
国
を
ま
わ
る
体
験

を
す
る
事
が
出
来

今

本

紙
の
各
地
の
報
告
を
読
む

と

当
時
の
事
が
ど
ん
ど
ん

思
い
出
さ
れ
る
と
同
時
に

﹁
あ
の
人
は
今
も
元
気
で
や


て
い
る
だ
ろ
う
か
？
﹂
と

今
の
自
分
の
状
況
を
か
ぶ
せ

て
心
配
し
た
り
し
て
い
る


そ
し
て
運
動
に
寄
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
専
門
家
の
方
々

の
元
気
な
姿
も
本
紙
で
確
認

で
き
る
時
は
と
て
も
嬉
し
く

励
ま
さ
れ
る


そ
ん
な
風
に
し
て
﹁
う
た

ご
え
時
間
﹂
の
原
稿
を
つ
く

り
あ
げ
る
の
だ
が

本
当
に

こ
れ
で
い
い
の
か

⁈
と
心

配
に
な
り

い
つ
も
原
稿
を

読
ん
で
も
ら

て
点
検
し
て

も
ら
え
る
人
も
出
来

安
心

し
て
仕
事
が
出
来
る
様
に
な


て
い
る

原
稿
を
つ
く
る

時
他
に
注
意
し
て
い
る
事

は
読
者
の
事
だ
本
紙
の
読

者
に

記
事
の
内
容
が
ち


ん
と
伝
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
？


と

例
え
ば
平
均

年
齢
が

歳
を
越
え
る
高
齢

者
の
サ

ク
ル
で
あ
る
﹁
合

唱
団
サ
ボ
テ
ン
﹂
の
仲
間
の

事
を
い
つ
も
考
え
な
が
ら
内

容
づ
く
り
を
進
め
て
い
る


さ
て
今
回
は
﹁
う
た
ご
え

時
間
﹂
の
内
容
を
色
々
述
べ

て
き
た
が

こ
の
随
想
﹁
う

た
ご
え
時
間
﹂
を
担
当
し
て

い
る
仲
間
は
８
人
で
す

そ

れ
ぞ
れ
の
仲
間
が
書
い
て
い

る
内
容
に
率
直
な
感
想
を
ぜ

ひ

聞
か
せ
て
下
さ
い

み

ん
な
で
が
ん
ば

て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す


︵
名
古
屋
青
年
合
唱
団
︶



有
楽
町
で
逢
い
ま
し

う

彼
女
は
彼
と
有
楽
町
で
逢

う
約
束
を
し
た
の
だ


﹁
あ
な
た
を
待
て
ば
雨
が

降
る

濡
れ

て
来
ぬ
か
と

気

に

か

か

る

あ
あ

ビ
ル
の
ほ
と
り

の
テ


ル

ム

雨
も
愛い

と

し
や

唄

て
る

甘
い
ブ

ル

ス

あ
な
た
と
私
の
合

言
葉

有
楽
町
で
逢
い
ま
し


う
﹂
昭
和

年

フ
ラ

ン
ク
永
井
の
低
音
が
聴
か
せ

た
こ

の
年

私
は

歳

結

核
で
療
養
し
て
い
た
国
立
療

養
所
を
快
復
し
て
退
院

大

学
へ
進
む
べ
く
自
宅
で
受
験

勉
強
し
て
い
る
さ
な
か
だ


た
﹁

悲
し
い
宵
は
悲
し
よ

に

燃
え
る
や
さ
し
い
街
灯

り

あ
あ

命
を
か
け
た
恋

の
花

咲
い
て
お
く

れ
よ

い
つ
ま
で
も

い

つ
い
つ
ま
で
も

あ
な
た
と

私
の
合
言
葉

有
楽
町
で
逢

い
ま
し

う
﹂
こ
ち
ら
は

大
学
を
目
指
し
て
懸
命
な
の

に
逢
引
を
す
る
幸
せ
者
が
い

る
の
か

ち
く
し

う

く

や
し
か

た


私
の
住

む
大
阪
で

は
逢
引
の

場
所
を
指
す
歌
が
そ
の
頃
生

ま
れ
な
か

た

い
つ
の
時

代
も
恋
人
た
ち
の
た
め
の
デ


ト
の
場
所
は
歌
わ
れ
て
こ

そ
楽
し
い


︵
立
命
館
大
学
名
誉
教
授


上
方
芸
能
評
論
家
︶

︵
４
面
の
つ
づ
き
︶

▲先月、中村行秀氏（茨城で）

▲小屋浦国民学校校舎前、後列右から３人目筆者

６
・
９
行
動

新
宿
・
高
田
馬
場
で

﹁
青
い
空
は
﹂﹁
一
人
か
ら
一
人
へ
﹂

▲姫路、岡山への引き継ぎ

▲合唱団福岡あらぐさ他で

長
崎
↓
広
島

福
岡

３
年
ぶ
り

平
和
行
進
歓
迎
集
会

︻
糸
山
悦
子
︼﹁
今
年
も

コ
ロ
ナ
対
応
で
行
進
は
中
止

し

ニ


ス
カ

を
運
行

し

各
区
役
所
で

出
発
式


を
行
い
ま
す
﹂
と
い
う
平
和

行
進
福
岡
市
実
行
委
員
会
か

ら
の
お
知
ら
せ
で

今
年
も


う
た
ご
え

の
出
番
は
な

い
の
か
な

と
思

て
い
ま

し
た
が

３
年
ぶ
り
に
福
岡

市
の
中
心
繁
華
街

天
神
に

あ
る
警
固
公
園
で
行
わ
れ
た

歓
迎
集
会
に
呼
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た


７
月
12
日

少
し
曇

た

空
模
様
で
風
も
程
よ
く
吹
い

て

な
ん
と
か
楽
し
く
歌
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た

集
会

の
前
後
で
２

３
曲
ず
つ


ギ
タ

伴
奏
で
７
名
で


﹁
青
い
空
は
﹂﹁
折
り
鶴
﹂

﹁
ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
で
﹂

を
久
し
ぶ
り
に
大
空
の
下
で

歌
い
ま
し
た

そ
の
中
に

は

こ
れ
ま
で
う
た
ご
え
喫

茶
に
通

て
い
た
け
ど
そ
れ

も
な
く
な
り

一
緒
に
歌
い

た
い
と
参
加
し
て
く
だ
さ


た
方
も
い
ま
し
た


被
団
協

新
婦
人
の
会


福
岡
地
区
労
連

福
岡
市
職

労

市
民
連
合
福
岡
ほ
か


各
労
組
の
参
加
も
含
め
て
70

名
余
の
人
が
集
ま
り

各
団

体
か
ら
の
あ
い
さ
つ

被
爆

者
の
訴
え

集
会
決
議
と
続

き
ま
し
た


参
議
院
選
は
残
念
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
﹁
核
兵

器
の
な
い
世
界
へ
﹂
大
き
く

前
進
さ
せ
る
た
め
に
も

核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る

日
本
を
実
現
し
よ
う
と
決
意

を
新
た
に
す
る
集
会
と
な
り

ま
し
た


︵
合
唱
団
福
岡
あ
ら
ぐ
さ
︶

歌
は
ダ
メ
で
も
パ


ラ
ン
ク
で
通
し

︻
松
本
英
治
︼
７
月
７
日

の
大
阪
引
き
継
ぎ
か
ら
16
日

の
岡
山
に
引
き
継
ぎ
ま
で
今

年
も
県
内
通
し
行
進
し
ま
し

た
︵
私
用
で
１
日
だ
け
欠
︶

２
月
に
脳
出
血
か
ら
３
カ

月
半
入
院

リ
ハ
ビ
リ
専
門

病
院
は
な
ん
と
こ
の
病
院
開

院
の
時

私
た
ち
が
お
祝
い

太
鼓
を
演
奏
し
た
病
院
で
し

た

現
在

ほ
と
ん
ど
不
便

は
あ
り
ま
せ
ん
が

古
い
記

憶
が
消
え
て
い
る
こ
と
が
テ

ス
ト
で
解
り
ま
し
た

５
月

18
日
退
院
し

平
和
行
進
に

参
加

比
較
的
歩
き
安
い
天

候
で
歩
き
通
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た

残
念
な
が
ら

コ

ロ
ナ
で
歌
は
披
露
で
き
な

く

パ

ラ
ン
ク
を
打

て

激
励
し
ま
し
た
︵
兵
庫
の

う
た
ご
え
︶

く
被
爆
者
の
肉
体
か
ら
発
せ
ら

れ
る
異
臭
は

あ
た
り
を
こ
の

世
か
ら
隔
絶
し
て
い
た


﹁
バ

ト
ラ
ン
ド
・

ラ

セ
ル
の
哲
学
﹂

﹁
ど
う
し
て

こ
ん
な
こ
と

が
﹂
と
立
ち
す
く
ん
だ


こ
の
恐
ろ
し
い
体
験
が

そ

の
後
の
私
の
人
生
に
決
定
的
影

響
を
及
ぼ
し
た
と
思
い
ま
す


高
校
時
代
に

世
界
の
原
水
爆

禁
止
運
動
の
先
頭
に
立

て
い

た
哲
学
者
バ

ト
ラ
ン
ド
・
ラ


セ
ル
の
著
作
と
出
会
い

哲

学
研
究
を
こ
こ
ろ
ざ
し

現
在

に
至
る
か
ら
で
す
︵
大
学
の
卒

論
の
テ

マ
は
﹃
バ

ト
ラ
ン

ド
・
ラ

セ
ル
の
哲
学
﹄︶
以

来

私
は
﹁
反
戦
﹂
の
思
想
を

貫
い
て
生
き
て
き
ま
し
た


20
世
紀
﹁
戦
争
の
世
紀
﹂

最
大
の
教
訓
は
し
か
し

﹁
戦
争
の
世
紀
﹂
と
い
わ
れ

る
20
世
紀
が
私
た
ち
に
遺
し
た

最
大
の
教
訓
は
﹁
戦
争
は
何

も
解
決
し
な
い
﹂
と
い
う
こ
と

で
す
﹁
戦
争
は

政
治
に
お

け
る
と
は
異
な
る
手
段
を
も


て
す
る
政
治
の
継
続
に
他
な
ら

な
い
﹂
と
い
う
19
世
紀
の
ク
ラ

ウ
ゼ
ヴ


ツ
の
﹁
定
義
﹂
は


現
代
で
は
虚
妄
で
あ
る
の
は
明

ら
か
で
す


に
も
か
か
わ
ら
ず

い
ま
私

た
ち
の
眼
前
で

人
類
の
歴
史

の
教
訓
に
逆
ら
う
愚
行
・
暴
挙

が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を
認
め

ざ
る
を
得
な
い
の
が
残
念
で

す


今
年
の
２
月
か
ら
始
ま

た

ロ
シ
ア
・
プ

チ
ン
政
権
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
は
現
在
も

毎
日
多
く
の

人
々
の
生
活

を
破
壊
し
命

を
奪
い
続
け

て
い
ま
す


核
使
用
の
脅

し
を
か
け
る

プ

チ
ン
に

対
し
て

日

本
の
政
権
の

一
部
は
ア
メ

リ
カ
と
﹁
核

共
有
﹂し
て


核
戦
争
に
実

戦
参
加
す
る

と
い
う
狂
気

と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
意
思

表
示
を
し
て
い
ま
す


︻
東
京
・
小
林
晃
子
︼
７
月

９
日
午
後
１
時
か
ら
高
田
馬
場

駅
前
で

新
宿
原
水
協
主
催
の

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

批
准
・
署
名
を
求
め
る
行
動
が

あ
り

参
加
し
ま
し
た


う
た
ご
え
か
ら
は

私
た
ち

中
央
合
唱
団
か
ら
２
名

他

に

中
央
合
唱
団
﹁
記
念
﹂
統

計
オ
ン
チ
コ

ラ
ス

区
外
か

ら
も
調
布
狛
江
合
唱
団
の
鈴
木

勝
雄
さ
ん
が
ギ
タ

を
持

て

駆
け
つ
け
て
く
れ

８
名
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た


新
宿
新
婦
人
の
会
や
生
協
の

人
た
ち
と
一
緒
に
署
名
を
訴

え
﹁
青
い
空
は
﹂﹁
翼
を
く
だ

さ
い
﹂﹁
一
人
か
ら
一
人
へ
﹂

な
ど
を
歌

て
応
援
し
て
き
ま

し
た


次
は
８
月
６
日
で
す

ま
た

み
ん
な
で

参
加
し
ま
し


う


核
兵
器
廃
絶
を

目
撃
す
る
ま
で

し
か
し

世
界
の
動
き
は
ま

る
で
違

て
い
ま
す

６
月
に

ウ


ン
で
開
か
れ
た
核
兵
器

禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会
議

は

核
抑
止
論
の
誤
り
を
明
確

に
指
摘
し
﹁
核
兵
器
の
な
い

世
界
﹂
を
実
現
す
る
た
め
の
行

動
計
画
を
採
択
し
ま
し
た

核

廃
絶
実
現
へ
の
道
は
そ
ん
な
に

遠
い
道
の
り
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す


そ
の
実
現
を
目
撃
す
る
ま
で

は

死
な
な
い
つ
も
り
で
す

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ま

ち

ん
の

ベ
ス
ト
２

つ
な
が
り
あ
そ
び

・
う
た

ダ
ン
ス

﹁
ま


ち

ん
の

つ
な
が
り

あ
そ
び
・
う
た

ダ
ン
ス
ベ

ス
ト
２
﹂
ス
ポ

ト
ラ
イ
ト


！
昨
年
７
月
に
発
売
し

た

ダ
ン
ス
ベ
ス
ト
１


こ
の
時
は
恒
例
の
サ
マ


カ
レ

ジ
が
開
催
で
き
ず

に
い
ま
し
た
が

今
夏
は

ち


と
開
催

新
譜
を

紹
介
で
き
る

て

や


ぱ
り
イ
イ
な


前
作
同
様
の

ト
リ
プ

ル
ブ
リ

ド

Ｃ
Ｄ
＆
ブ


ク
レ

ト
＆

Y
ou

T
u
b
e

で

の
ダ
ン
ス
映
像

と
い
う
仕

組
み

以
前

映
像
は
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
付
け
て
お
り
ま
し
た

が

Ｑ
Ｒ
コ

ド
を
読
み
込

ん
で
映
像
を
観
る
の
で
す


そ
の
映
像

今
回
は
ナ
ン
ト

一
般
公
開
と
い
う
大
盤

振
る
舞
い
！
音
楽
セ
ン
タ


のY
ou

T
u
b
e

チ

ン
ネ

ル
か
ら
観
る
こ
と
が
出
来
ま

す

保
育
士
さ
ん
と
か
ち


ち

い
子
向
け
で
し




と
思
う
な
か
れ

オ
ト

ナ
も
結
構
い
け
ま
す
！
ま


ち

ん
の
音
声
ガ
イ
ド
も
付

い
て
い
る
の
で

映

像
チ


ク
し
な
が

ら
私
も
身
体
動
か
し

ち

い
ま
し
た

内
ト
レ


に
も
良
し

一
緒
に
ダ
ン
ス

し
て
い
る
子
た
ち
も
カ
ワ
イ

イ


ア
レ

こ
の
子

別

の
ダ
ン
ス
映
像
で
も
踊

て

る
？
大
き
く
な

て
る
！
と

い
う
発
見
も


て
こ
と

は

お
と
な
も




応
募
先

〒
169
｜
0072
東
京
都

新
宿
区
大
久
保
２
｜
16
｜
36
う
た

ご
え
新
聞
﹁
一
問
ク
イ
ズ
﹂
係

マス目を埋め二重枠７字で変身ヒーローにして

下さい。ご応募は葉書に解答と住所・氏名、そし

て本紙の感想、またはあなたの一言を必ず書いて

８月日までに投函（Fax、メール可＊アドレス１

面日付右）。抽選で５名様に図書カードを贈呈

【６月27日号の正解と当選者】ミシェルルグラ
ン《正解77》手塚徹（千葉）国分尋実、渡辺秀夫
（東京）奥村正憲（大阪）吉本務（福岡）〇10回
連続落選（飛び週可、無効添書・氏名・住所無
等数えず）にも図書カード進呈

① ② ③ ④

⑤ ⑥

⑦

⑧

⑨

【ヨコのカギ】
①病気にならないよ
うに研究する⑤連絡
を試みたが返事がな
い⑦アダムとイブの
――の葉⑨「椰子の
実」記念碑は――に

【タテノカギ】
②ウクライナの赤いスープ
③思うようにならないと―
―ね④からまわり。国会審
議が――⑤並びも。アルト
とテノール⑥ナウマンゾウ
がいた湖⑧――の一本釣り

○５９１

坂
本
満
子
︵
石
川
県
う
た
ご
え
協
議
会
︶

﹁
ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
で
﹂

﹁
ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
で
﹂

︵
山
本
さ
と
し
作
詞
作
曲
︶
に

初
め
て
出
会

た
の
は
も
う
20

年
も
前

き
た
が
わ
て
つ
さ
ん

︵
シ
ン
ガ

・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ


の
Ｃ
Ｄ
を
聞
き
﹁
素
敵
！
﹂

と
感
動
し
ま
し
た

ヒ
ロ
シ

マ
の
有
る
国
で
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
灯
る
戦
の
火
種

を
消
す
こ
と


の
歌
詞
に
共

感
し

私
の
国
と


か

ら
の
リ
ズ
ム
が
軽
快
に
な

る
の
が
好
き
で
し
た


そ
し
て
医
療
生
協
の
う

た
ご
え
喫
茶
を
は
じ
め


う
た
ご
え
の
あ
る
と
こ
ろ

で
必
ず
リ
ク
エ
ス
ト
し


紹
介
し
て
来
ま
し
た

ま
た
２

０
１
０
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
︵
核
不
拡
散

条
約
再
検
討
会
議
︶
ニ


ヨ


ク
行
動
に
参
加
し

き
た
が

わ
て
つ
さ
ん
と
出
会
い

あ
の

チ


チ
ル
教
会
で
全
国
う
た

ご
え
合
唱
団
と
し
て
一
緒
に
歌


た
の
で
す

写
真
は
も
う
12

年
も
前
に
な
る
そ
の
時
の
署
名

行
動
で
す


今
年
５
月

全
国
創
作
講
習

会
で
は
作
曲
者
の
山
本
さ
と
し

さ
ん
の
ギ
タ

で
の
熱
唱

作

曲
へ
の
思
い
を
聞
き

さ
ら
に

感
動
し
て
い
ま
す


今

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
略
戦
争
の
中

大
切

な
歌
と
な

て
い
ま
す

そ
し

て

我
が
石
川
の
憲
法
集
会
に


い
し
か
わ
九
条
音
楽
隊

と

し
て
歌
い

５
月
29
日
に
は
合

唱
フ

ス
テ

バ
ル
で

中
学

生

高
校
生
の
若
者
の
前
で
こ

の
歌
を
歌
い
ま
し
た


若
者
の
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
た
で
し

う
か
？

こ
れ
を
機
会
に
広
島
を
知


て
欲
し
い

平
和
な
世
界
を
目

指
し
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り

で
す


こ
れ
か
ら
も
声
を
大
に
し
て

歌
い
続
け
て
い
き
ま
す


▲堂垣内一惠（広島）

○７１６

ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
で

山
本
さ
と
し
作
詞
作
曲

亊
八
月
の
青
空
に


シ
ン

ガ

・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

山
本

さ
と
し
が
学
生
の
う
た
ご
え
サ


ク
ル
在
籍
中
１
９
８
３
年
の

作

広
島
の
平
和
公
園
を
訪

れ

被
爆
者
と
対
話
を
契
機
に

﹁
も

と
現
在

︵
い
ま
︶
を
歌

い
た
い

若
者

の
エ
ネ
ル
ギ


を
燃
焼
さ
せ
る
を
歌
を
﹂
と
作


た

平
和
運
動
の
愛
唱
歌
と

な
り

核
兵
器
禁
止
と
憲
法
九

条
に
よ
る
外
交
が
求
め
ら
れ
る

今

さ
ら
に
歌
わ
れ
て
い
る


山
本
は

被
爆
と
い
う
出
来

事
が
現
時
点
で
の
自
分
と
の
つ

な
が
り
で
ど
う
な
の
か

と

い
う
こ
と
を
強
く
意
識
し

た

そ
し
て
創
作
し
て
い
る

時
点
で
も
戦
争
や
紛
争
が
起

こ
り

子
ど
も
た
ち
ま
で
巻

き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事

実
へ
の
シ


キ
ン
グ
な
気

持
ち
を

ど
う
し
て
も
表
し

た
か

た

行
き
つ
く
と
こ

ろ
は
自
分
の
生
活
や
自
分
の

国
を
見
つ
め
直
す
こ
と
と
行

動
だ
と
考
え
な
が
ら
詞
が
で

き
た
と
い
う


６／27号
解 答 図

︵
６
月
16
日

23
日
︶

＊
Ｎ
は
ニ


ス

東
京
・
十
三
与
太
郎
詩
﹁
ウ

ク
ラ
イ
ナ
と
と
も
に
﹂
他

同

・
箱
崎
作
次
第
15
回
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
ス
タ
ン
デ

ン
グ
に
新

入
団
員
も

他

同
・
片
山
操

子
八
王
子N

o
W
ar

行
動
に
参

加
し
て

同
・
西
南
コ

ラ
ス

Ｎ
271

同
・
三
多
摩
青
年
合
唱

団
Ｎ
１
３
８
８

同
・
南
部
合

唱
団
Ｎ
889

奈
良
・
奈
良
蟻
の

会
合
唱
団
Ｎ
１
２
４
６

大
阪

・
千
秋
昌
弘
詩
﹁
森
﹂
同
・

関
西
合
唱
団
Ｎ
２
２
１
１

同

・
大
阪
北
部
セ
ン
タ

合
唱
団

Ｎ
６
月

千
葉
・
合
唱
団
プ
リ

マ
ベ
ラ
Ｎ
２
２
６
８

２
２
７

１

福
井
・
福
井
セ
ン
タ

合

唱
団
Ｎ
１
０
７
５

６

石
川

・
坂
本
満
子
平
和
行
進

同
・

金
沢
紫
金
草
合
唱
団
Ｎ
384

長

崎
・
佐
藤
由
美
子
Ｄ
Ｖ
Ｄ
﹁
平

和
の
旅
へ
﹂
ウ


ン
へ
記
者

会
見

同
・
吉
野
紀
子
ひ
ま
わ

り
ア
ク
シ

ン

青
森
・
十
日

市
広
志
平
和
行
進

埼
玉
・
依

田
保
之
ナ
タ

シ

・
グ
ジ


チ

リ
テ

コ
ン
サ

ト
for
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
取
り
組
ん
で

島

根
・
加
藤
正
子
創
作
講
習
会
山

本
さ
と
し
さ
ん
の
歌
と
お
話


岩
手

高
屋
修
平
和
行
進

長
野

・
長
野
合
唱
団
Ｎ
22
年
７
８


※川柳コーナー、投稿

お待ちしております。

安
全
軽
視
は
高
く
つ
く
ぞ
と
東
電
断
罪

菅
野

章

こ
く
そ
う
で
モ
リ
カ
ケ
サ
ク
ラ
か
く
そ
う
ぜ

浜
田
与
志
海

プ

チ
ン
の
核
に
呼
応
の
維
新
核

福
家
駿
吉

山形市「平和都市宣言」事業

第38回山形市平和コンサート

富山新川歌う会
３年ぶりに歌声喫茶開催

【富山・石坂秀幸】新川歌う会は、黒部市

コラーレで2019年11月に130人余の参加で第

２回目を大成功させた後、月２回の例会、節

目には発表会を開いてきました。

５月１日、コロナ禍でのびのびになってい

た第３回歌声喫

茶を開催しまし

た。参加人数も

絞りましたが主

催者を含め80人

余りが集い、チ

ャッキリ節の踊

りや友好団体のひよこ組の演奏、ピアノの東

先生によるクラシック作曲家の自作作品番号

の色々な付け方について講義あり、富山県オ

ペラ協会副会長の串田滋子さんのゲスト出演

など多彩な企画。ウクライナに関する「キエ

フの鳥の歌」や「小さなグミの木」など15曲

あまりを歌い、最後に「陽気に生きようこの

人生をさ」歌って、浅野代表から終演挨拶で

次回は11月に開催することを誓いました。

▲子どもたちと「約束のうた」他

︻
山
形
・
飯
澤
ひ
ろ
み
︼
山

形
市
﹁
平
和
都
市
宣
言
﹂
事
業

第
38
回
山
形
市
平
和
コ
ン
サ


ト

響
け
命
の
ハ

モ
ニ



が
７
月
３
日

市
民
会
館
大
ホ


ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︵
開

催
経
過
は

本
紙
６
／
27
号

﹃
う
た
ご
え
時
間
﹄
既
報
︶

16
団
体
に
よ
る
合
唱
・
ア
カ

ペ
ラ

三
味
線
・
胡
弓
・
和
太

鼓
・
オ
カ
リ
ナ
・
ハ

モ
ニ
カ

等
々
の
演
奏
の
他
に
バ
ン
ド
演

奏
・
吹
奏
楽
と
多
彩
な
企
画

で

山
形
セ
ン
タ

合
唱
団
は

23
名
で

山
形
少
年
少
女
合
唱

団

南
沼
原
キ

ズ
コ

ラ
ス

の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
﹁
約
束

の
う
た
﹂
を

そ
し
て
﹁
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
平
和
を
﹂﹁
時
に
は

昔
の
話
を
﹂
を
演
奏
し
ま
し

た

会
場
い

ぱ
い
に
音
楽
が

響
き
渡
り

出
演
者
・
来
場
者

に
と

て

特
別
な
ひ
と
と
き

に
な

り
ま

し

た
コ

ロ
ナ
禍
で

思
う
よ
う
に
演

奏
活
動
が
で
き

な
か

た
中


各
々
が
平
和
へ

の
願
い
を
込
め

て
演
奏
し
ま
し

た

音
楽
を
心

か
ら
愛
す
る
人

た
ち
の
思
い
が

あ
ふ
れ

会
場

は
ひ
と
つ
に
な


た
よ
う
で
し

た
団

員
の
木
村

泉
が
コ
メ
ン
ト

し
た﹁﹃
ウ
ク
ラ

イ
ナ

に
平

和

を
﹄
を
歌
わ
な

く
て
も
い
い
時

が
来
る
こ
と
を


﹂
が

私
た

ち
を
動
か
し
ま

す

ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
募
金
は

３
万
８
０
９
９

円
集
ま
り
ま
し

た


つ
く
ば
平
和
行
進

上
杉
か
お
る︵
茨
城
県
︶

７
月
10
日
に
つ
く
ば
の
平
和

行
進
に
参
加
し
ま
し
た

今
年

は
行
進
前
の
集
会
で
優
し
く
癒

さ
れ
る
コ
カ
リ
ナ
の
演
奏
に
の


て
﹁
青
い
空
は
﹂
と
﹁
筑
波

山
﹂
を
歌
い
ま
し
た


チ
リ
と
心
つ
な
ぐ

ア
コ
弾
き
青
爺︵
京
都
府
︶

京
都
の
地
下
に
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り

北
陸
新
幹
線
を
延
伸
す

る
計
画
を
中
止
さ
せ
る
た
め


賀
茂
川
の
三
角
州
の
広
場
で


歌

音
楽

絵
画
等
で
訴
え
る

活
動
を
し
て
い
ま
す

先
日


近
く
で
遊
ん
で
い
た
チ
リ
出
身

の
子
ど
も
を
連
れ
た
女
性
が
話

し
か
け
て
き
ま
し
た
﹁
ベ
ン

セ
レ
モ
ス
﹂
を
弾
き

チ
リ
民

主
連
合
政
府
が
で
き
た
時

京

都
に

キ
ラ
パ
ジ

ン

が
来

て
コ
ン
サ

ト
に
行

た
よ
と

話
す
と

彼
女
は
に
こ

り
笑


て
﹁
不
屈
の
民
﹂
を
歌
い
だ

し
ま
し
た

音
楽
は
国
境
を
越

え
て
世
界
の
人
た
ち
と
心
を
つ

な
ぐ
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た


コ

ル

シ

マ
イ
ク
ル

渡
辺
富
子︵
東
京
都
︶

コ

ル
・
シ

マ
イ
ク
ル
の

30
周
年
記
念
コ
ン
サ

ト
に
行


て
き
ま
し
た

看
護
師
さ
ん

た
ち
と
い
う

ハ

ド
な
仕
事

を
続
け
な
が
ら
結
婚

子
育
て

等

み
な
さ
ん
の
頑
張
り
が
歌

に
滲
み
出
て
い
ま
し
た

１
人

ひ
と
り
個
性
的
で
コ
ン
サ

ト

は
素
晴
ら
し
か

た
で
す

友

情
出
演
も
良
か

た

我
々
の

合
唱
団
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず


来
年
は
コ
ン
サ

ト
を
や
り
た

い
と
思
い
ま
し
た


徳
元
穂
菜
さ
ん
の
声

菊
地
孝
子︵
北
海
道
︶

﹁
こ
わ
い
を
し

て

へ
い

わ
が
わ
か

た
﹂
６
月
23
日


沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
で

ひ

と
言
ず
つ
か
み
し
め
る
よ
う
に

朗
読
し
た
徳
元
穂
菜
さ
ん

偶

然
耳
に
し
た
少
女
の
声
に

心

が
震
え
た

な
ん
と
ま

す
ぐ

な

そ
し
て
深
い
言
葉
だ
ろ

う

す
と
ん
と
身
体
の
底
に
落

ち
た

戦
争
が
起
き
て
初
め
て

平
和
の
尊
さ
に
気
付
く


人

類
は
何
度
も
繰
り
返
し
て
き
た

は
ず
な
の
に



諦
め
で
な
く
不
屈
の
歌

副
島
次
郎︵
兵
庫
県
︶


伊
藤
千
尋
の
歌
で
訪
ね
る

世
界

７
／
４
号
﹁
人
生
へ
の

決
意
を
う
た
う
﹃
ケ
サ
ラ
﹄﹂

阪
神
セ
ン
タ

合
唱
団
第
33
回

定
期
演
奏
会
で
も
こ
の
歌
を
歌

い
ま
し
た

正
に
諦
め
の
歌
で

は
な
く

不
屈
の
戦
い
の
歌
の

思
い
を
こ
め
て
歌
い
ま
し
た


﹁
ス
タ

ト
ラ
イ
ン
﹂

ワ

ト︵
秋
田
県
︶

う
た
ご
え
創
立
75
周
年
記
念

委
嘱
作
品
集
﹁
ス
タ

ト
ラ
イ

ン
﹂
に
作
曲
し
た
作
曲
家
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︵
７
／
18

号
︶
で

全
６
曲
が
う
た
ご
え

75
周
年
記
念
祭
典
・
北
海
道
で

行
わ
れ
る
と
知

て

心
ウ
キ

ウ
キ
で
す

北
海
道
の
地
域
的

魅
力
に
﹁
ス
タ

ト
ラ
イ
ン
﹂

へ
の
期
待
が
重
な
り

今
か
ら

す

か
り
参
加
気
分
で
す

今

後
の
練
習
も
楽
し
み
で
す


︵
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概
要
下
は
７

／
25
号

全
文
は
次
季
刊
﹃
日

本
の
う
た
ご
え
﹄
№
１
９
７
︶

ま
つ
り
の
チ
カ
ラ

田
中
洋
子︵
埼
玉
県
︶


良
さ
ん
の
明
日
は
ど

ち

だ

７
／
４
号
﹁
ま
つ
り
の
チ

カ
ラ
は
命
の
チ
カ
ラ
﹂﹁
最
後

ま
で
持
つ
か
な
？
﹂
と
心
配
さ

れ
て
い
た
屋
台
囃
子
の
２
日
間

の
ハ

ド
な
演
奏
を
笑
顔
で
や

り
切

た
小
学
生
た
ち
を
支
え

た
の
は
﹁
観
客
の
皆
さ
ん
の

反
応
や
声
﹂
と
あ

た

添
え

ら
れ
た
小
さ
な
写
真
か
ら
も
伝

わ

て
く
る
生
き
生
き
し
た
小

学
生
の
姿
﹁
飯
田
お
練
り
祭

り
﹂
観
に
行
き
た
い
な


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１
面
は

唄
う
落
語
家

文
福
師
匠
﹁
笑
え
る

て

幸
せ
な
こ
と

笑
い
は
大
事

な
贅
沢
﹂
早
く
マ
ス
ク
を

外
し
て
歌
え
る
と
き
が
来
な

い
か
な


３
面
は
名
古
屋
青
年
合
唱

団
７
月
の
音
楽
会
か
ら
オ
ラ

ト
リ
オ
﹁
鳥
の
歌
﹂
の
紹

介

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

歌
い
た
い

伝
え
た
い
曲
で

す

５
面
は
前
号
の
続
き


う
た
ご
え
運
動
創
立
75
周
年

へ
６
人
の
音
楽
家
に
よ
る
オ

ム
ニ
バ
ス
作
品
集


６
面
ヒ

ト
チ


ト
ウ



チ
ン
グ
に

加
山

雄
三

高
橋
真
梨
子


吉
田
拓
郎
こ
の
方
た
ち

が
長
く
歌

て
こ
れ
た

の
も
戦
争
を
し
て
い
な

い
平
和
な
日
本
だ

た

ん
だ
と
改
め
て
実
感


８
面
は
２
０
２
４
年
全

国
青
年
の
う
た
ご
え
祭

典
に
向
け
て
取
り
組
み

を
始
め
た
兵
庫
の
青
年

サ

ク
ル
Ａ
ｓ
Ｎ
Ａ
Ｒ

Ｏ

そ
し
て

案
内
に
あ
る

よ
う
に
今
年
は
宮
城
で
全
国

青
年
交
流
会
で
す

若
い
世

代
に
広
げ
る
よ
う
各
地
域
で

活
性
化
し
て
い
こ
う


間
部
友
哉
︵
青
年
︶

第話

芸能の標準語化と新し
い訛りの発見～その①

打人流ソーラ
ン節誕生秘話

▲下半身強化にソーラン節

⑰

▲第２次世界大戦の

戦没者を供養する慰

霊碑に祈るウクライ

ナの若者たち2012

年、オデッサで

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
思
い
を
馳
せ
る

﹁
花
は
ど
こ
へ
行

た
﹂

▲Ｃ57も迎えて「白鳥の歌」

小
林
信
敬
さ

ん︵
長
野
県
う
た
ご
え

協
議
会

元
議
長

︶を
偲
ん
で

華麗なるミュー

ジカルの世界

１
９
８
３
年

日
本
初
の

ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演
と
な

た

劇
団
四
季
﹁
キ


ツ
﹂
を

皮
切
り
に
ミ



ジ
カ
ル
は
日
本
で

人
気
の
高
い
文
化

と
な
り
定
着
し
て

き
た

こ
れ
は
劇

団
四
季

東
宝


宝
塚
な
ど
日
本
の
演
劇
人
口

の
６
割
を
占
め
る
ミ


ジ

カ
ル
キ

ス
ト
の
レ
ベ
ル
ア


プ
と

ニ


ヨ

ク
の

ブ
ロ

ド
ウ

イ
や
ロ
ン
ド

ン
の
ウ
エ
ス
ト
・
エ
ン
ド
で

ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演
を
続
け
る

人
気
作
品
の
国
内
公
演
に
よ

り
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に

な

た
こ
と
が
大
き
い


本
ア
ル
バ
ム
で
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
ブ
ロ

ド
ウ

イ
・

キ

ス
ト
・
レ
コ

デ

ン

グ
を
中
心
に
実
力
派
の
ジ


リ

・
ア
ン
ド
リ


ス
や

歌
唱
に
定
評
の
あ
る
人
気
シ

ン
ガ

の
セ
リ

ヌ
・
デ


オ
ン

イ
ル
・
デ



ヴ

ら
豪
華
な
顔
ぶ
れ
の

音
源
を
99
曲
収
録
﹁
サ

ウ
ン
ド

オ
ブ

ミ


ジ


ク
﹂﹁
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

物
語
﹂﹁
ア
ニ

﹂﹁
ピ

タ


パ
ン
﹂﹁
キ


ツ
﹂﹁
レ
・
ミ

ゼ
ラ
ブ
ル
﹂﹁
ラ
イ
オ
ン
キ
ン

グ
﹂
な
ど
代
表
曲
を
集
め
た

日
本
初
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ

で

あ
る

ミ


ジ
カ
ル
フ


ン
に
と

て
は
そ
の
魅
力
を

満
喫
で
き
る
珠
玉
の
名
曲

集
で
あ
る

Ｃ
Ｓ
レ
コ


ド︵
１
１
０
０
０
円
税
込
︶

山
本
惠
造
︵
関
西
合
唱

団

レ
ガ

テ
指
揮
者
︶

音
楽
会
を

き
い
て

ひ
ろ
し
ま
祭
典
成
功
を
引
き
継
ぐ

﹁
野
に
咲
く
花
は
ど
こ
へ
行

く

﹂
と
歌
わ
れ
る

ア
メ
リ

カ
ン
・
フ


ク
の
父
ピ

ト


シ

ガ

の
作
だ
ベ
ト
ナ
ム

反
戦
運
動
で
よ
く
歌
わ
れ
た


原
作
は
﹁
花
は
ど
こ
へ
行


た

娘
が
摘
ん
だ
﹂﹁
娘
は
ど

こ
へ
行

た

夫
を
探
し
に
﹂

﹁
夫
は
ど
こ
へ
行

た

み
ん

な
兵
士
に
な

た
﹂﹁
兵
士
は

ど
こ
に
行

た

み
ん
な
墓
に

入

た
﹂﹁
墓
は
ど
こ
に
行


た

花
で
覆
わ
れ
た
﹂
と
展
開

す
る
﹁
い
つ
に
な

た
ら
分

か
る
ん
だ
ろ
う
？
﹂
と
い
う
リ

フ
レ
イ
ン
が

命
を
奪
う
戦
争

を
繰
り
返
す
人
間
の
愚
か
さ
を

戒
め
る

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
で
軍
拡
の
声
が
高
ま
る

今
の
日
本
で
こ
そ
歌
い
た
い


ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
舞
台
に
作
ら

れ
た
イ
タ
リ
ア
映
画
﹁
ひ
ま
わ

り
﹂
で
は

広
大
な
ひ
ま
わ
り

畑
が
登
場
す
る

そ
の
下
に
は

第
２
次
世
界
大
戦
で
死
ん
だ
兵

士
の
死
体
が
眠

て
い
た


歌
詞
が
で
き
た
の
は
１
９
５

５
年
10
月

大
学
の
公
演
に
向

か
う
飛
行
機
の
中
だ

ノ

ト

に
書
い
た
の
は
﹁
花
は
ど
こ
に

あ
る

少
女
が
摘
ん
だ
﹂﹁
少

女
は
ど
こ
に
い
る

み
ん
な
夫

を
得
た
﹂﹁
男
た
ち
は
ど
こ
に

い
る

軍
隊
に
入

た
﹂
と
い

う
三
つ
の
フ
レ

ズ
だ


そ
の
１

２
年
前
に
読
ん
だ

ロ
シ
ア
の
文
豪
シ


ロ
ホ
フ

の
小
説
﹃
静
か
な
ド
ン
﹄
に
載


て
い
た

コ
サ

ク
の
民
謡

が
ヒ
ン
ト
だ

た

メ
ロ
デ



は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
謡
か

ら
着
想
し
た


﹃
静
か
な
ド
ン
﹄
を
探
す

と

そ
の
民
謡
が
あ

た


﹁
コ
ロ
ダ
・
ド

ダ
﹂
と
い
う

子
守
唄
だ
﹁
ど
こ
に
行

て

た
の
？

馬
を
見
に
﹂﹁
何
を

見
た
の
？

金
の
飾
り
の
鞍
を

置
い
た
馬
﹂
で
始
ま
り
﹁
娘
た

ち
は
ど
う
し
た
の
？

結
婚
し

た
﹂﹁
コ
サ

ク

た
ち
は
ど
う
し
た

の
？

戦
争
に
行



た
﹂
で

終

わ

る


ド
ン
川
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東

に
接
し
た
ロ
シ
ア
領
を
流
れ
る

大
河
だ

小
説
は
こ
の
一
帯
に

暮
ら
す
ド
ン
・
コ
サ

ク
の
一

族
を
描
い
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

歌
に
も
﹁
コ
サ

ク
の
血
を
引

く
﹂
誇
り
が
登
場
す
る


誇
り
は
シ

ガ

に
も
あ

る

作
詞
し
た
こ
ろ
彼
は
悪
名

高
い
マ

カ

シ
ズ
ム
の
﹁
赤

狩
り
﹂の
標
的
に
さ
れ
て
い
た


作
詞
の
２
か
月
前

議
会
の
非

米
活
動
委
員
会
に
召
喚
さ
れ
て

﹁
共
産
党
員
で
は
な
い
か
﹂
と

議
員
た
ち
か
ら
攻
撃
さ
れ
た


そ
の
発
言
と
写
真
が
彼
の
伝

記
﹃
抵
抗
す
る
歌
手
﹄
に
28
ペ


ジ
に
わ
た

て
記
録
さ
れ
て

い
る

共
産
党
と
の
関
係
を
詰

問
さ
れ
た
彼
は
そ
の
つ
ど
﹁
私

の
政
治
的
な
信
念
に
つ
い
て
答

え
る
の
を
拒
否
す
る
﹂
と
言
明

し
﹁
答
え
る
よ
う
命
じ

る
﹂
と
言
わ
れ
て
も
﹁
も
う

答
え
た
﹂
と
繰
り
返
す

議
会

を
相
手
に
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
果

敢
に
抵
抗
し
た
と
感
動
す
る
内

容
だ


１
９
６
１
年
に
議
会
侮
辱
罪

で
禁
錮
１
年
の
判
決
を
受
け
た

が
す
ぐ
に
控
訴
し
62
年

逆
転

無
罪
を
勝
ち
取

た

そ
の
こ

ろ
マ

カ

シ

議
員
の
失
脚

で
赤
狩
り
は
終
わ

た

63

年

カ

ネ
ギ

・
ホ

ル
に

迎
え
ら
れ
た
シ

ガ

は
高
ら

か
に
歌

た
﹁
ウ

・
シ


ル
・
オ

バ

カ
ム
﹂
を


︻
長
野
・
小
川
正
良
︼
長
く

長
野
合
唱
団

国
鉄
長
野
歌
う

会

男
声
合
唱
団
純
の
団
長


ま
た
長
野
県
う
た
ご
え
協
議
会

議
長
と
し
て
運
動
の
先
頭
に
立


て
こ
ら
れ
た
小
林
信
敬
さ
ん

が
７
月
９
日

亡
く
な

た

︵
81
歳
︶
２
年
前
心
臓
の
ス

テ
ン
ト
手
術
の
際
に
血
栓
が
脳

に
飛
び

そ
れ
以
来
の
入
院
生

活
だ

た


信
敬
さ
ん
が
好
き
だ

た

﹁
芝
浦
﹂﹁
人
間
の
歌
﹂﹁
花
を

お
く
ろ
う
﹂
を
男
声
合
唱
団
純

と
長
野
合
唱
団
で
歌

て
送


た

コ
ロ
ナ
で
面
会
も
か
な
わ

ず
久
し
ぶ
り
に
会
え
た
そ
の
顔

は

静
か
に
聴
い
て
い
る
よ
う

だ

た


国
鉄
の
機
関
士

本
を
よ
く

読
む
知
性
に
あ
ふ
れ
た
人
だ


た

若
い
頃

日
本
の
う
た
ご

え
祭
典
で
男
性
数
人
で
歌

た

﹁
イ
ン
タ

ナ
シ

ナ
ル
﹂
に

魅
了
さ
れ
て
う
た
ご
え
運
動
に

の
め
り
こ
ん
だ
話
は
聞
い
て
い

た
が

私
も
10
代
の
頃

長
野

合
唱
団
の
演
奏
を
聴
い
て
感
想

を
書
い
た
の
が
き

か
け
で
信

敬
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
55
年


﹁
も
し

あ
な
た
に
出


て

な
か

た
ら
﹂
の
歌
そ
の
も
の

で
あ
る


遺
影
は
い
つ
も
の
よ
う
に
包

容
力
の
あ
る
顔
で
微
笑
み
か
け

て
い
た
﹁
先
に
逝

た
肥
田
雅

宏
君
が
高
い
と
こ
ろ
で
待

て

い
る
﹂と
誰
か
が
言

て
い
た


︵
長
野
合
唱
団

男
声
合
唱
団

純
︶

広
島
合
唱
団

国
鉄

広
島
ナ

パ

ズ

ジ

イ
ン
ト
コ
ン
サ

ト

白
鳥
の
歌

７
月
２
日

広
島
県
立
文
化
セ
ン
タ


︻
竹
澤
ま
み
︼
１
９
５
４
年

に
広
島
で
生
ま
れ

68
年
間
き


う
だ
い
の
よ
う
に
歩
ん
で
き

た
こ
の
２
つ
の
合
唱
団
が
ジ


イ
ン
ト
コ
ン
サ

ト
を
す
る
の

は
初
め
て
の
こ
と


第
一
部

広
島
合
唱
団
は
明

日
へ
の
希
望
を
感
じ
る
ス
テ


ジ

団
の
愛
唱
歌
﹁
ロ

ズ
﹂

を
は
じ
め
優
し
い
う
た
ご
え
が

流
れ
る

第
二
部
は
広
島
を
支

え
る
３
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ

る
演
奏

ト
イ
ピ
ア
ノ
２
台
を

使

た
﹁
ク

キ
ン
グ
メ
ド
レ


﹂
が
愛
ら
し
く

六
手
連
弾

で
の
﹁
ト
ル
コ
行
進
曲
﹂﹁
リ

ベ
ル
タ
ン
ゴ
﹂
の
ダ
イ
ナ
ミ


ク
な
演
奏
に
胸
が
躍

た

３

人
の
ピ
ア
ノ
以
外
の
パ
フ



マ
ン
ス
に
会
場
が
な
ご
や
か
な

空
気
に
包
ま
れ
た


第
三
部
の
ナ

パ

ズ
は


配
信
も
意
識
し
た
演
奏

松
永

勇
次
さ
ん
が
﹁
ナ

パ

ズ
に

歌

て
欲
し
い
﹂
と
構
成
し
た

﹁
モ
ダ
ン
・
デ


ズ


・

タ
イ
ム
ズ
﹂
は
粗
削
り
な
が
ら

本
当
に
楽

し
く

今

後
の
進
化

が
楽
し
み

第
三
部
と
四
部
の

間
に
は
ナ
タ

シ

・
グ
ジ


さ
ん
の
映
像
に
よ
る
メ

セ


ジ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
思
い
と

支
援
へ
の
感
謝
が
語
ら
れ
た


今
回
の
コ
ン
サ

ト
は
２
０

２
０
年
５
月
に
亡
く
な
ら
れ
た

小
林
康
浩
さ
ん
へ
の
追
悼
を
込

め

多
く
の
小
林
作
品
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
た

第
四
部
の

合
同
演
奏
で
は
今
回
の
テ

マ

で
も
あ
る
﹁
白
鳥
の
歌
﹂
の
演

奏
に

小
林
さ
ん
の
指
導
を
受

け
た
Ｃ
57
の
メ
ン
バ

も
仙
台

か
ら
駆
け
付
け
た

作
詞
の
山

本
芳
恵
さ
ん
の
﹁
小
林
さ
ん
の

歌
を
歌
い
続
け
て
い
く
こ
と
が

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
﹂
に


こ
の
歌
が
全
国
で
歌
わ
れ
た
ら

素
敵
だ
ろ
う
と
思
う


広
島
か
ら
の
帰
り

配
信
も

視
聴

歌
い
手
の
ア

プ
や
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
踊
る
よ
う
な
指
先

を
見
ら
れ
る
の
は
配
信
な
ら
で

は

昨
年
の
日
本
の
う
た
ご
え

祭
典
㏌
ひ
ろ
し
ま
で
は

こ
の

ハ
イ
ブ
リ

ド
を
駆
使
し
て
祭

典
成
功
を
担

て
き
た
両
合
唱

団

祭
典
で
の
成
功
を
引
き
継

ぎ

運
動
を
前
進
さ
せ
る
姿

は

コ
ロ
ナ
禍
で
も
﹁
う
た
ご

え
を
絶
や
さ
な
い
﹂
と
い
う
責

任
感
が
伝
わ
る

祭
典
に
つ
づ

き
全
国
の
仲
間
の
つ
な
が
り
と

力
を
生
か
し

コ
ン
サ

ト
を

成
功
さ
せ
た
両
合
唱
団
に
拍
手

を
送
り
た
い


︵
三
多
摩
青
年
合
唱
団

国
鉄

か
あ
さ
ん
合
唱
団
つ
ゆ
く
さ
︶

今

ソ

ラ
ン
節
と
言
え

ば

ほ
と
ん
ど
の
人
が

よ
さ

こ
い
ソ

ラ
ン
を
イ
メ

ジ
し

ま
す

し
か
し

私
が
こ
こ
26

年
間

山
梨
県
南
都
留
郡
富
士

河
口
湖
町
の
２
校
の
中
学
校
に

今
も
伝
え
て
い
る
ソ

ラ
ン
節

は

よ
さ
こ
い
で
は
な
く

あ

え
て
言
う
な
ら
ば
打
人
流
の
ソ


ラ
ン
節


今
か
ら
36
年
前
に

私
が
新

人
田
楽
座
公
演
部
員
だ

た

頃

当
時
の
先
輩
か
ら
私
が
初

め
て
学
ん
だ
ソ

ラ
ン
節
の
踊

り
は

正
調
秋
田
県
わ
ら
び
座

ソ

ラ
ン
節
が

信
州
田
楽
座

ソ

ラ
ン
節
に
変
化
し
た
も
の

で
し
た

そ
れ
は

よ
さ
こ
い

ソ

ラ
ン
節
が
世
に
登
場
す
る

10
年
も
前
の
話
で
し
た
が

あ

る
理
由
に
よ

て

態
勢
を
非

常
に
低
く
構
え
る
こ
と
か
ら


﹁
地
を
這
う
ソ

ラ
ン
節
﹂
と

言
わ
れ

岐
阜
県
恵
那
地
方
で

圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
て
い
た

の
で
す


当
時
﹁
恵
那
の
教
育
﹂
と

そ
の
名
が
轟
い
て
い
た
小
学

校
の
先
生
た
ち
の
中
で

あ

る
こ
と
が
話
題
に
な

て
い

ま
し
た

転
ん
で
も
受
け
身

が
取
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が

増
え

昔
よ
り
も
子
ど
も
が

転
倒
す
る
と
大
怪
我
に
つ
な

が
る
の
は
な
ぜ
か
？
そ
れ

は

時
代
が
畳
に
座
る
生
活

か
ら
椅
子
に
座
る
生
活
と
な

り

こ
ど
も
た
ち
の
自
分
の
身

体
を
支
え
る
下
半
身
の
能
力
が

低
下
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？
そ
の
観
点
か
ら

岐
阜
県

中
津
川
市
の
い
く
つ
か
の
小
学

校
で

下
半
身
を
強
化
す
る
民

舞
と
し
て

ソ

ラ
ン
節
を

５

６
年
生
で
取
り
組
む
こ
と

に
な
り

田
楽
座
が
出
張
指
導

へ
出
か
け
る
こ
と
に
な

た
の

で
す


﹁
良
！
明
日
ソ

ラ
ン
節
を

小
学
生
に
教
え
る
か
ら

今
夜

覚
え
ろ
！
﹂
そ
う
先
輩
に
言
わ

れ
て

巡
演
中
の
宿
泊
地

浜

松
市
の
鴨
江
旅
館
街
の
通
り

で

観
光
客
に
見
ら
れ
な
が
ら

目
を
白
黒
さ
せ
て
覚
え
た
の

が

私
の
最
初
の
ソ

ラ
ン

節
で
し
た


と
こ
ろ
が

翌
日
の
岐
阜

県
中
津
川
市
の
小
学
校
の
現

場
で

一
夜
漬
け
で
覚
え
た

私
の
ソ

ラ
ン
節
は

惨
憺

た
る
こ
と
に
な

た
の
で

す

小
学
校
の
校
庭
に
裸
足

で
集
ま

た
５

６
年
生
の

生
徒
た
ち

日
焼
け
で
真


黒
な
顔
か
ら
白
い
歯
を
の
ぞ

か
せ
て
踊

て
見
せ
て
く
れ

た
ソ

ラ
ン
節
は

私
を
圧

倒
し

身
体
を
電
撃
が
通

り
抜
け
た
の
で
し
た


︵
次
章
に
つ
づ
く
︶
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こ
の
７
月
８
日

安
倍
晋

三
元
首
相
が
奈
良
市
で
の
参

院
選
応
援
の
街
頭
演
説
中
に

暴
漢
に
撃
た
れ

亡
く
な


た

予
想
も
し
な
か

た
事

件
で
あ
る

安
倍
政
治
を
僕

は
支
持
し
な
か

た
が

そ

れ
と
こ
れ
と
は
別
だ

銃
の

所
持
に
極
め
て
厳
し
い
日
本

で
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
な

ん
て

誰
も
思
わ
な
か

た

だ
ろ
う

思
わ
な
い
か
ら


警
備
に
落
ち
度
が
生
じ
た


警
備
は

ま

た
く
機
能
し

な
か

た


と
は
い
え
日
本
で
も

政

治
家
は
昔
か
ら
テ
ロ
の
対
象

だ

た

暗
殺
で
は
な
く
最

終
的
に
は
自
害
だ
が
１
５
８

２

天
正
10
年
本
能
寺
で
襲

わ
れ
た
織
田
信
長
に
つ
い
て

知
ら
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ

う

ま
た

井
伊
直
弼
︵
１

８
６
０

安
政
７
年
︶
や
坂

本
龍
馬
︵
１
８
６
６

慶
応

２
年
︶
明
治
以
降
で
は
伊

藤

博
文

や
大

久
保

利

通




み
な
テ
ロ
で
殺
さ
れ

た

さ
ら
に

１
９
３
２


昭
和
７
年
５
月
15
日
犬
養
首

相
が
殺
さ
れ
た
五
・
一
五
事

件

１
９
３
６

昭
和
11
年

２
月
26

29
日
高
橋
是
清
元

首
相
な
ど
が
殺
さ
れ
た
二
・

二
六
事
件
な
ど
政
治
家
へ
の

テ
ロ
は
相
次
い
で
い
る

戦

後
１
９
６
０
年
に
は
当
時
社

会
党
委
員
長
・
浅
沼
稲
次
郎

が
演
説
中
に
刺
殺
さ
れ
た


２
０
０
２
年
10
月
25
日
に
は

我
が
家
の
近
所
で

当
時
民

主
党
・
石
井
紘
基
が
自
宅
駐

車
場
で
刺
殺
さ
れ
た

そ
の

娘
タ

ニ

さ
ん
は
僕
の
娘

と
当
時
同
級
生
だ

た


為
政
者
へ
の
テ
ロ
は
古
代

か
ら
だ

シ

ザ

が
ブ
ル


タ
ス
に
殺
さ
れ
た
例
を
挙

げ
る
ま
で
も
な
く

古
代
エ

ジ
プ
ト
や
ロ

マ

呉
や

楚

前
漢
の

時
代
な
ど
も

テ
ロ
が
少
な

く

な

か



た

３
世
紀

の
ロ

マ
帝

国
な
ん
て


テ
ロ
の
連
続

だ

時
を
経

て
１
８
６
５

年
に
は
ア
メ

リ
カ
・
リ
ン

カ

ン
大
統
領
が
銃
殺
さ
れ

た

１
９
１
４
年
に
は
オ


ス
ト
リ
ア
帝
位
後
継
者
フ
ラ

ン
ツ
・
フ

ル
ジ
ナ
ン
ド
大

公
が
殺
さ
れ

こ
れ
は
第
一

次
大
戦
の
引
き
金
と
な


た

１
９
４
８
年
に
は
イ
ン

ド
で
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ


の
暗
殺

記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
は
63
年
ジ

ン
・
ケ

ネ
デ

米
大
統
領

68
年
ロ

バ

ト
・
ケ
ネ
デ

米
司
法

長
官

79
年
朴
正
煕
韓
国
大

統
領
の
暗
殺



枚
挙

に
遑
が

い
と
ま

な
い


為
政
者
あ
る
い
は
政
治
家

を
狙
う
の
は

そ
の
政
治
的

主
張
や
信
条
に
反
対
す
る
者

で
あ
る

恋
愛
の
も
つ
れ
で

殺
さ
れ
た
政
治
家
は

想
像

し
に
く
い

と
こ
ろ
が
今
回

の
安
倍
元
首
相
の
場
合
は


ま

た
く
個
人
的
な
恨
み
が

原
因
だ

た

こ
ん
な
こ
と

を
言
う
の
は
不
謹
慎
か
も
し

れ
な
い
が

政
治
的
な
理
由

で
殺
さ
れ
た
の
な
ら

せ
め

て
政
治
家
と
し
て
の
矜
持
を

世
に
残
す
こ
と
が
で
き
た
だ

ろ
う

何
に
も
わ
か
ら
ず
に

亡
く
な

て
し
ま

た
に
違

い
な
い
が

泉
下
で
背
景
を

知

て

さ
ぞ
く
や
し
い
に

違
い
な
い

繰
り
返
す
が


安
倍
元
首
相
の
政
治
的
姿
勢

と
は
関
係
な
く

テ
ロ
が
決

し
て
許
さ
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る

の
は
当
然
だ
し
か
し




一
人
を
殺
せ
ば
犯
罪
だ

が

戦
争
で
多
数
を
殺
せ
ば

英
雄
だ

と
い
う
慣
用
表
現

が
あ
る

今
回
の
安
倍
襲
撃

事
件
で

現
下
の
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
想

い
を
馳
せ
て
し
ま
う

無む

辜こ

の
市
民
を

い
や
前
線
の
兵

士
を
も

大
勢
殺
し
て
し
ま

う
こ
と
は
犯
罪
で
は
な
い
の

か

プ

チ
ン
も

ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ

も


ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
し
武
器

を
提
供
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
も


そ
し
て
そ
れ
を
支
持
す
る
日

本
政
府
も

戦
争
犯
罪
者
で

は
な
い
の
か

︵
作
曲
家
︶

▲島の歴史・自然を刻む「神着木遣太鼓」を学び満足の参加者

▲噴火後の、神着地区

▲「表打ち」、「裏打ち」を学ぶ

▲伝統行事と太鼓の歴史を聞く

▲学ぶ会修了、記念写真

︻
小
島
啓
介
・
東
日
本
郷
土

実
行
委
員
会
事
務
局
長
︼
毎

年

日
本
の
う
た
ご
え
全
国
協

議
会
で
東
西
郷
土
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
が

今
年

東
日

本
は
東
日
本
郷
土
実
行
委
員
会

特
別
企
画
と
し
て
６
月
24

26

日

東
京
都
・
三
宅
島
で

三

宅
島
・
神
着
木
遣
太
鼓
を
学
ぶ

会

を
行
い
ま
し
た


参
加
者
29
名
は
６
月
24
日
の

夜

東
京
・
竹
芝
桟
橋
を
出
港

し

南
へ
１
８
０
㎞

翌
25
日

早
朝
に
三
宅
島
に
到
着

そ
の

日
の
う
ち
に
神
着
郷
土
芸
能
保

存
会
の
み
な
さ
ん
か
ら
﹁
三
宅

島
神
着
木
遣
太
鼓
﹂
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た


両
面
で
打

ち

独
特
な
リ
ズ
ム

﹁
神
着
木
遣
太
鼓
﹂は
み
ん

な
で
替
わ
る
替
わ
る
叩
く
﹁
打

ち
込
み
太
鼓
﹂で
太
鼓
を
地
面

に
横
に
置
い
て
片
面
に﹁
表
打

ち
﹂
も
う
片
面
に
﹁
裏
打
ち
﹂

の
打
ち
手
が
つ
い
て
叩
き
ま

す

体
勢
的
に
も
体
力
的
に
も

非
常
に
厳
し
い
太
鼓
な
の
で


表
打
ち
・
裏
打
ち
と
も
に
頻
繁

に
叩
き
手
が
交
替
し
ま
す

口

伝
は
ご
く
シ
ン
プ
ル
で
す
が


何
回
聞
い
て
も
飽
き
る
こ
と
の

な
い
独
特
の
リ
ズ
ム
で
す


今
回
の
参
加
者
は
﹁
打
ち

込
み
太
鼓
﹂
の
口
伝
を
知

て

い
る
方
々
で
し
た
の
で

早
速

太
鼓
４
台
に
７
名
か
ら
８
名
が

つ
い
て
練
習
が
ス
タ

ト

一

番
太
鼓
に
は
参
加
者
の
中
で
も

手
練
れ
の
方
々

を
選
び

こ
の

太
鼓
に
他
の
３

台
が
音
を
合
わ

せ
て
一
緒
に
叩

く
と
い
う
ス
タ

イ
ル

４
台
の

太
鼓
に
は
保
存

会
の
方
々
が
付

き

細
か
い
丁

寧
な
指
導
を
い

た
だ
き

本
場

の
叩
き
方
が
浸

透
し
て
い

た
と
思
い
ま
す


太
鼓
の
歴
史
の
話
も

現

地

な

ら

で

は

休
憩
中
に
は
﹁
伝
承
者
﹂
の

飯
沼
義
仁
さ
ん
と

会
長
の
前

田
誠
さ
ん
か
ら
﹁
神
着
木
遣

太
鼓
﹂
の
歴
史
や
太
鼓
が
叩
か

れ
る
牛ご

頭ず

天
王
祭
の
こ
と

そ

の
中
で
の
太
鼓
の
役
割
な
ど
を

熱
く
篤
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た

や
は
り
こ
の
お
話
も
現

地
な
ら
で
は
の
醍
醐
味

地
元

に
来
れ
て
本
当
に
良
か

た


２
０
０
０
年
の
噴
火
と

神

着

木

遣

太

鼓

翌
26
日
は

町
立
の
観
光
バ

ス
を
チ


タ

し
て

前
田

会
長
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

ガ
イ
ド
さ
ん
を
先
頭
に
三
宅
島

観
光
ツ
ア

に
繰
り
出
し
ま
し

た

太
鼓
や
島
の
自
然
の
こ

と

そ
し
て
噴
火
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
お
話
と
と
も
に
名

所
旧
跡
を
巡
り
ま
し
た


そ
の
中
で
直
近
の
２
０
０
０

年
の
噴
火
で
内
地
へ
の
全
島
避

難
後

約
１
０
０
０
名
以
上
の

方
が
避
難
先
に
定
住
さ
れ


﹁
神
着
木
遣
太
鼓
﹂
も
叩
き
手

が
減
り

広
く
全
国
の
み
な
さ

ん
に
太
鼓
を
広
め
て
い
く
こ
と

に
な

た
と
の
お
話
は

深
く

心
に
響
き
ま
し
た


26
日
午
後
帰
り
の
船
の
中

で

参
加
し
た
み
な
さ
ん
に
ア

ン
ケ

ト
を
書
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
異
口
同
音
に﹁
ま
た

三
宅
島
に
戻
り
た
い
！
﹂﹁
充

実
の
﹃
学
ぶ
会
﹄
は
本
当
に
楽

し
か

た
！
﹂
の
感
想
を
い
た

だ
き
大
成
功
の

学
ぶ
会

を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た


︻
三
宅
島

神
着
木
遣
太

鼓
︼﹁
１
８
２
０
年
︵
文
政
３

年
︶
神
着
村
百
姓
藤
助

同
八

三
郎

同
又
八
等
伊
勢
参
宮
の

帰
途

京
都
祇
園
祭
を
見
て
帰

島
後

牛
頭
天
王
祭
を
初
む
﹂

︵
三
宅
島
歴
史
年
表
︶
毎
年

７
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
牛
頭
天

王
祭
で
神
輿
を
先
導
す
る
た
め

労
働
歌
に
合
せ
て
打
た
れ
る
太

鼓
が
ル

ツ

牛
頭
天
王
祭
で

は
祭
り
開
始
前
の
午
前
11
時
か

ら
神
輿
を
納
め
る
夜
20
時
ま
で

休
ま
ず
太
鼓
を
打
ち
続
け
る

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